
第 6章 川平 I遺跡

挿図番号 出土地点 出土層位 種 類 器 種
挙
―
仔
％
残
ィ 法量 (cm) 調整 技渚 色調 焼茂 形式 備  考

91-1 黒色土層 弥生土器 器高
外面 :ナデ 沈線
内面 :ナデ

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良 好

1

91-2 黒色土層 弥生土器 器高  31 外面 :ナ デ 凹線
内面 :ミ ガキ

外面 :乳褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

[

91-3 弥生土器 甕 器高  40
外面 :刻 ロ ナデ 刷毛
目 沈線

内面 :ナ デ

色
色
褐
褐
好

暗
乳
良

面
面
成

外
内
焼

I-4

Ⅱ-1

91-4 黒色土層 弥生土器 斐 13
径
高
口
器

外面 :ナデ 凹線
内面 :ナデ

外面 :黒褐色
内面 :黒褐色
院成 :良好

九重式

91-5 黒色土層 弥生土器 委
径
高
口
器

外面 :ナデ 刷毛 目
内面 :ナデ 吊‖毛ロ ミガキ

外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

V-1 口縁外面に煤付着 ?

91-6 黒色土層 弥生土器 発or壷
底径  58
器高  80

外面 :ミ ガキ ナデ
内面 :ケ ズ リ ナデ

外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

外面に煤付着

91-7 黒色土層 弥生土器 甕
径
高
口
器

外面 :ナデ 刷毛目
内面 :ナデ 刷毛目

面
面
成

外
内
焼

灰褐色
灰褐色
良好

V-1

91-8 黒色土層 弥生土器 甕 器高  40 外面 :ナ デ 刺突 凹線
内面 :不明

外面 :乳白色
内面 :乳白色
焼成 :良好

Ⅳ併行

91-9 C5 黒色土層 弥生土器 甕
顕部径 92
器高  47

外面 :刻 目突帯 押引
刷毛目

内面 :ナデ 刷毛目

外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良 好

Ⅲ

91-10 C5 黒色土層 弥生土器 高外
頸部径 69
器高  40

外面 :ミ ガキ 凹線
内面 :ナデ 絞り痕 ケズリ

外面 :乳褐色
内面 :乳白色
焼成 !良好

Ⅳor V

91-11 黒色土層 弥生土器 高外 13
口径  200
器高  34

外面 :ナデ 刷毛ロ ミガキ
内面 :ナデ 刷毛日

外面 :乳褐色
内面 :乳白色
焼成 :良 好

Vor V 口縁外面に煤付着 ?

91-12 C5 黒色土層 弥生土器 甕 器高  84
斜線沈目

線
毛
沈
デ

刷
行
ナ

面
　
面

外
　
内

外面 :乳褐色
内面 :乳白色
焼成 !良好

Ⅲ

91-13 黒色土層 弥生土器 甕or菫 器高  49 外面
:凹線 波状文

内面 :ケ ズリ

外面 :乳褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

小谷式 ?

91-14 C4 黒色土層 須恵器 界身
径
高
口
器

外面 回転ヨコナデ 回
転ヘラケズリ
回転ヨコナデ ナデ内面

面
面
成

外
内
焼

青灰色
灰色
竪緻

4期

92-1 黒色土層 縄文土器 器高  25 文
デ
縄
ナ

目
文
刻
縄

面
面
外
内

色
色
褐
褐
好

里
里ヽ
ど
辰

画
面
成

外
内
焼

船元 2式

92-2 黒色土層 縄文土器 器高  48 外面 :縄文 C字刻ロナデ
内面 :縄文 ナデ

外面 !黒褐色
内面 :暗褐色
焼成 :良好

船元 2式

92-3 黒色土層 縄文土器 器高  36
形
　
デ

爪
　
ナ

文

文

縄
帯
縄
突

面
　
面

外

内

面
面
成

外
内
焼

暗褐色
皓褐色
良好

船元 1式

92-4 黒色土層 縄文土器 器高  39 外面 :縄文 爪形突帯 突帯
内面 :ナデ

色
色
褐
褐
好

暗
暗
良

面
面
成

外
内
焼

船元系

92-5 黒色土層 縄文土器 器高  44 外面 :縄文 爪形刻目突帯
内面 :ナデ

外面 :黒褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

船元系

92-6 黒色土層 縄文土器 器高  25 面
面
外
内
縄文
亥J目 縄文

外面 :淡褐色
内面 :淡赤褐色
焼成 :良好

船元 1式

92-7 黒色土層 縄文土器 器高  34 外面
:刻 目縄文 刻目突帯

内面 !刻 目 縄文 ナデ
外面 :黒褐色
内面 :褐色
焼成 :良好

船元 1式

92-8 黒色土層 縄文土器 器高  40 外面 :刻 目突帯 縄文
内面 :ナ デ

外面 :暗褐色
内面 :暗褐色
焼成 :良好

船元系

92-9 黒色土層 縄文土器 器高  41 外面 :爪形突帯 縄文
内面 :ナ デ

外面 :黒褐色
内面 :暗褐色
焼成 :良好

船元 2式

92-10 黒色土層 縄文土器 器高  27 外面 tC字文 爪形 縄文
内面 :ナ デ

外面 :淡褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

船元系

92-H 黒色土層 縄文土器 器高
外面 :爪形 縄文
内面 :ナ デ

色
色
褐
褐
好

淡
淡
良

面
面
成

外
内
焼

船元系

92-12 黒色土層 縄文土器 器高  33 外面 :縄文 押引
内面 !ナ デ

色
色
褐
褐
好

里
里ヽ
曾
民

面
面
成

外
内
焼

船元 1式

92-13 黒色土層 縄文土器 深鉢 ? 器高  37 外面 :刻 ロ ナデ
内面 :ナ デ

色
色
褐
好

褐
淡
良

面
面
成

外
内
焼

92-14 黒色土層 縄文土器 器高  25 外面 :縄文 突帯 沈線
内面 :ナ デ

外面 :乳褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

彦崎 Z2
式

92-15 黒色土層 縄文土器 器高  47 外面
:縄文 貝殻押圧突帯

内面 :ナデ

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

彦崎 Z2
式
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仔
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寮
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92-16 45 C5 黒色土層 縄文土器 深鉢 器高  55 外面 :刻 日突帯 ナデ 縄文
内面 :不明

色
色
褐
褐
好

暗
乳
良

面
面
成

外
内
魔

92-17 C5 黒色土層 縄文土器 器高  51 外面 :C字文 縄文
内面 iナデ 船元系

92-18 45 C5 黒色土層 縄文土器 深鉢 ? 器高  26
外 面 刻目 亥J目 突帯
二枚貝条痕
二枚貝条痕内面

外面 :乳褐色
内面 :乳白色
焼成 :良好

前池～ VPN

田併行

92-19 45 C5 黒色土層 縄文土器 深鉢 器高  36 画
面
外
内
亥U目 突帯 ミガキ
板状工具によるナデ

外面 :黒褐色
内面 :乳褐色
焼成 !良好

前池～沢
田併行

92-20 45 C5 黒色土層 縄文土器 器高  46 外面
:ナ デ

内面 :縄文 ナデ
色褐
色
良

乳
灰
不

面
面
成

外
内
焼

彦崎Kl
式

92-2] C5 黒色土層 縄文土器 器高  43 外面 :縄文 凹線
内面 :縄文 ナデ

外面 :黒褐色
内面 :暗褐色
焼成 :良好

崎ヶ鼻式

92-22 黒色土層 縄文土器 器高  34 外面
:ナ デ 縄文 凹線

内面 :ナ デ

外面 :乳褐色
内面 :子と褐色
焼成 :良好

福田K2
式

92-23 45 黒色土層 縄文土器 器高  37 面
面
外
内
ミガキ 縄文 凹線
ミガキ

外面 :乳褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

福田K2
式

92-24 44 黒色土層 縄文土器 器高  30 外面
:縄文 貝殻圧反

内面 :縄文 ナデ
色
色
褐
褐
好

淡
灰
良

面
面
成

外
内
焼

船元 2式

92-25 C5 黒色土層 縄文土器 深鉢 器高  67 具工
引
状
押
板
デナ

文
文
る

縄
縄
よ

面
面
外
内

色
色
白
褐
良

乳
乳
不

面
面
成

外
内
焼

船元 2式

92-26 黒色土層 縄文土器 深鉢 器高  184 面
面
外
内
刻ロ ナデ 縄文
板状工具によるナデ

色
色
褐
褐
良

黒
乳
不

画
面
成

外
内
焼

船元 3式

92-27 黒色土層 縄文土器 甕 ? 器高  30 面
面
外
内
ナデ 刷毛目
ナデ

色
色
褐
褐
好

里
（里
ど
民

面
面
成

外
内
焼

V 穿孔

92-28 C5 黒色土層 縄文土器 器高  33 外面 :不明 刺突
内面 :不明

外面 :暗褐色
内面 :暗褐色
焼成 :良好

谷尻式

92-29 C5 黒色土層 縄文土器 器高  35
面
面
外
内
ナデ
ミガキ

外面 :黒褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

篠原～谷
尻

92-30 黒色土層 縄文土器 器高  84 外面
:板状工具によるナデ

内面 :ミ ガキ

外面 :暗褐色
内面 :暗褐色
焼成 !良好

篠原～谷
尻

穿孔

92-31 黒色土層 縄文土器 器高  25 外面 :ナ デ
内面 :ナ デ

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

１
併
Ｋ
２
崎
Ｋ
彦

”
行

92-32 C5 黒色土層 縄文土器 器高  34
突線凹キ

キ
ガ
ガ

面
面
外
内

色
色
褐
褐
好

乳
乳
良

画
面
成

外
内
焼

92-33 C5 黒色土層 縄文土器 器高  33 キ
デ
ガ
ナ
ミ

面
面
外
内

外面 :乳褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

彦崎KJ
式

92-34 黒色土層 縄文土器 器高  42 外面
:ミ ガキ 刻目

内面 :ミ ガキ

色
色
褐
褐
好

暗
乳
良

面
面
成

外
内
焼

彦崎K]
式

92-35 黒色土層 縄文土器 器高  37
線凹デ

いア

ナ
ナ

面
面
外
内

外面 :乳白色
内面 :乳白色
焼成 :良好

布勢式

92-36 黒色土層 縄文土器 器高  36
線凹いア

一ア

ナ
ナ

面
面
外
内

外面 :孔白色
内面 :乳白色
焼成 :良好

布勢式

92-37 C5 黒色土層 縄文土器 器高  34 キ
突
ガ
刺

ミ

デ
いア

ナ
ナ

面
面
外
内

外面 :乳褐色
内面 :乳掲色
焼成 :良好

布勢式

93-1 黒色土層 縄文土器 器高  60 外面
:楕円押型文

内面 :ナ デ

外面 :▼ L褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

黄島式

93-2 A4 黒色土層 縄文土器 5 器高  25 外面
!二枚貝条痕 隆帯

内面 :二枚貝条痕

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

西川津 B
式

93-3 黒色土層 縄文土器 器高  32 外面
:縄文 亥」目突帯

内面 :ナ デ

外面 :黒褐色
内面 :赤褐色
焼成 :良好

大歳山式

93-4 C5 黒色土層 縄文土器 器高  4] 外面
:縄文 亥J目 突帯

内面 tナ デ
色
色
褐
好

褐
淡
良

面
面
成

外
内
焼

大蔵山式

93-5 黒色土層 縄文土器 器高  32 外面
:縄文 爪形突帯

内面 :ナ デ

面
面
成

外
内
焼

淡褐色
黒掲色
良好

大歳山式

93-6 黒色土層 縄文土器 深鉢 5 器高  33 外面
:縄文 条痕

内面 :ナ デ ニ枚貝条痕
色
色
褐
褐
好

乳
淡
良

面
面
成

外
内
焼

船元 3式

93-7 A4 黒色土層 縄文土器 5 器高  31 外面 :撚糸文
内面 :ナ デ 縄文

外面 :乳褐色
内面 :乳楊色
焼成 :良好

船元 4式
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第 6章 川平 I遺跡

放
号
図
番 出土地ミ 出上層位 種 類 器 fll ４

，
任
％
宏
＜ 法呈 (cm) 調整 It法 色.Fl 焼祓 形式 備  考

98-8 縄文土器 器高  36 外面 :亥 J目  縄文
内面 :縄文 ナデ

外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良 好

船元 1式

93-9 A5 黒色土眉 縄文土器 深鉢 5 器高  46 外面
:撚糸文

内面 :ナデ

色
色
褐
褐
好

黒
暗
良

面
面
成

外
内
暁

船元 4～
里木 2

93-10 黒色土層 縄文土器 深鉢 5 器高  48
外面 :撚糸文 C字 の刺
突文

内面 :ナ デ

外面 :赤褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

月含元 4～
里木 2

93-H 黒色土層 縄文土器 深鉢 5 器 高
外面 !撚 りの粗い撚糸文
内面 :ナ デ

色
色
褐
褐
好

暗
暗
良

面
面
成

外
内
焼

”元
木
船
里

93-12 A4 黒色土層 縄文土器 深鉢 5 器高  44 外面
:撚糸文

内面 :ナデ

外面 :赤褐色
内面 :暗褐色
焼成 :良好

一元
木
船
里

93-13 黒色上層 縄文上器 5 器高  24 外面 :研磨のち縄文 ナデ
内面 :ミ ガキ

面
面
成

外
内
焼

暗褐色
暗褐色
良好

彦崎K2
式

93-14 K5
土器溜まり

黒色土層 縄文土器 浅鉢 器高  34 外面
:ミ ガキ 縄文

内面 :ミ ガキ

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良 好

崎ヶ鼻式

93-15 A4 黒色上層 縄文土器 器高  30
外面 :具殻腹縁文 ナデ

沈線内刺突痕
内面 :ナデ ケズリ

色
色
褐
褐
好

淡
淡
良

面
面
成

外
内
焼

１
併
Ｋ
２
崎
Ｋ
彦

一
行

93-16 黒色土層 縄文土器 器高  29 外面
:橿原文様

内面 :ナデ

色
色
褐
褐
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
焼

類
里
行

４
賀
併

田
滋

ａ

岩

や
３

橿原文様

93-17 黒色土層 縄文土器 浅鉢 5 器高  37 外面
:不明

内面 :ミ ガキ 凹線
面
面
成

外
内
焼

淡褐色
黒褐色
良好

岩田 4類
～滋賀里
3a併行

93-18 縄文土器 深鉢 器高  58
外面 :刻 ロ ナデ 刻目
突帯 二枚貝条痕

内面 :二枚貝条痕

外面 :乳褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

前池～沢
田併行

93-19 黒色土層 縄文土器 器高  37 外面 :縄文内面 :ナデ

色
色
好

褐
褐
良

面
面
成

外
内
焼

93-20 黒色土層 縄文土器 器高  35 外面 :縄文
内面 :ナデ

外面 :暗褐色
内面 :暗褐色
焼成 :良好

93-21 K5
土器溜まり 弥生土器 広 口重 器高  24

фア
一ア

ナ
ナ

面
面
外
内

外面 :乳褐色
内面 :乳白色
焼成 :良好

皿

93-22 黒色土層 土師器 甕 13
口径  198
器高  60

外面 :ナ デ 刷毛目
内面 :ナ デ 指頭圧痕
ケズリ

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

小谷式

93-23 I区 西 土師器 甕
日径  188
器高  232

外面 :ナ デ 刷毛目
内面 :ナ デ ケズリ

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

須恵器併
行

94-1 黒色土層 上師器 甕
口径  144
器高  229

外面 :ナ デ 刷毛目
内面 :ナデ ケズリ

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

須恵器併
行

外面に黒斑あり

94-2 K5 黒色土層 須恵器 杯蓋
径
高
口
器

外面 :回 転ヨコナデ 回
転ヘラケズリ

内面 !回転ヨコナデ ナデ

外面 :灰色
内面 :灰色
焼成 :竪緻

4期

94-3 H丞 黒色土層 須恵器 外身
径
高
口
器

外面 :回転ヨコナデ 回
転ヘラケズリ

内面 :回転ヨコナデ ナデ

色
色
級

灰
灰
竪

面
面
成

外
内
焼

4期
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第11表 川平 I遺跡出土石器類観察表
挿図番号

放

丹

図

碁 出上地点 層 位 器  種 石  材 形 状 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 備  考

47-5 SB02 1層 砥石 不 明 15 90 689 88

55-5 落とし穴 2 1層 石鏃 安山岩

63-2 SK05 3層 石鏃 不 明 風化が著しヽ

68-6 SK09 1層 石鏃 安山岩 030

77-1 SK15 床面 スクレイパー 安山岩 取上No l

77-2 SK16 1層 石核 鉄石英 鉄石英と思われる

94-4 l区中段 黒色土層 打製石斧 安山岩 8 70
主剥離面は斜め方向
の剥面

94-5 l区東端 黒色土層 磨製石斧 流紋岩 ? 1340 5 10

94-6 A4 黒色土層 石鏃 チャー ト?

94-7 B5 黒色土層 石鏃 不 明 1 70 1 20 取上No 56

94-8 1区 黒色土層 石鏃
黒曜石
(金山東)

取上No 324

94-9 l区 黒色土層 石鏃
安山岩
(金山東)

取上No 481
基部調整中に破損

94-10 B5 黒色土層 石鏃
黒躍石
(久見)

取上No 54

94-H B6 黒色土層 石鏃
黒曜石

(久見 )
1 70 取上No 254

94-12 B5 黒色土層 石鏃
安山岩
(金山東)

1 90 取上No 55

94-13 1区 黒色土層 石鏃
安山岩
(金山東)

取上No 31コ

94-14 1区 黒色土層 石鏃
安山岩
(金山東)

取上No 423

94-15 1区 黒色土層 石鏃
安山岩
(金山東)

取上No 38

94-16 1区 黒色土層 石鏃
安山岩
(金山東)

取上No 458

94-17 1区 黒色土層 石鏃 安山岩 取上No 603

94-18 B5 黒色上層 石鏃 安山岩 取上No 206

94-19 黒色土層 石鏃 安山岩

94-20 B5 黒色土層 石鏃 不 明 取上No 69

94-21 C5 黒色土層 石鏃 黒躍石

94-22 黒色土層 石 鏃 黒曜石 取上No 600

94-23 9 5を C5 黒色土層
異形局部
磨製石器

結 晶片岩 ? 0 70

94-24 B4 黒色土層 スクレイパー 黒曜石

94-25 B5 黒色土層 スクレイパー 安山岩 2 33 取上No 279

94-26 黒色土層
局都磨製
スクレイパー

安山岩 6 50 31 57 取上No 478

94-27 B6 黒色土層 勾玉
結晶片岩
様緑色岩

取上No 205

1区 黒色土層 石鏃 安山岩 0 37

第12表 川平 I遺跡出土磨石・敲石観察表
整理番号 挿図番号 出土地点 層 位 器 種 石  材 形  状 長 さ (cn) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 備 考

l 下段 黒色土層 磨石 円 51 2 346 0

2 A4 黒色土層 磨石 精円 334 1

3 B6 黒色土層 磨石 円 72 8 462 6

A4 黒色土層 磨石 円 111 4 56 5 653 8

5 C7 黒色土層 敲石 円 6166 中央に窪み
有り

6 C6 黒色上層 敲石 円 640 8

7 D10 黒色土層 敲石 楕円 457 1

8 A4 黒色土層 磨石 精 円 75 9 556 5

9 C4 黒色上層 敲石 楕円 101 2 4498

B5 黒色土層 敲石 長楕円 619 392 4

A4 黒色土層 敲 石 長楕円 104 1 301 7

D10 黒色土層 敲石 長橋円 122 435 5

A4 黒色土層 敲石 長楕円 1964
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第13表 川平 I遺跡出土石錘一覧表
整理番号 挿図番号 図版番号 出土地点 長さ (mI) 幅 (m) 厚さ (nl) 重さ (g) サイズ 備老

1 95-5 B5 568 47 9 50 95 S 精円形
2 B5 636 58 6 71 96 50 M 円形

3 95-13 B5 998 39 4 95 105 70 L 楕円形
4 B5 717 47 2 72 94 09 M 楕円形
5 95-20 B5 85 9 56 8 35 8 207 15 O 楕円形
6 95-22 B5 1264 77 8 30 0 490 42 O 楕円形

7 B5 66 4 39 9 177 65 83 M 楕円形
3 B5 618 40 0 165 58 15 S 楕円形
9 B5 626 57 7 22 8 H931 L 楕円形
0 B5 612 42 6 68 62 M 楕円形
1 B5 59 6 49 9 92 83 69 M 楕円形
2 95-2 B5 65 3 44 9 58 33 S 楕円形

3 B5 68 電 48 4 55 80 38 M 楕円形
4 95-6 B5 50 2 53 2 53 7159 M 楕円形

5 B5 87 コ 52 3 137 03 L 楕円形
95-16 B5 82 5 71 1 313 237 86 O 楕円形

17 B5 69 4 56 8 71 98 72 M 楕円形

95-9 B5 60 0 54 2 62 85 81 M 楕円形
95-15 B5 73 8 64 7 104 21 L 円形

B5 77 7 43 6 72 8711 M 楕円形
B5 556 40 2 55 5180 S 楕円形
B5 79 8 62 4 209 155 59 L 楕円形
B5 66 1 44 7 174 80 96 M 楕円形

B5 48 4 36 6 101 27 09 S 精円形
B5 56 7 45 5 22 2 96 58 M 円形

B5 65 2 48 4 135 72 88 M 精円形

95-H B5 718 55 5 228 151 27 し 切れ込み、精円形
95-4 B5 47 6 452 176 59 39 楕円形

B5 69 7 580 17 5 89 77 M 楕円形
95-10 B5 53 9 49 7 216 80 87 M 切れ込み、楕円形

31 B5 59 8 37 4 126 43 83 楕円形
95-14 B5 98 1 53 2 20 1 168 57 L 楕円形

B5 50 9 39 7 318J 楕円形
95-19 B5 90 7 52 5 128 06 L 精円形

B5 520 40 4 46 86 楕円形
B5 76 9 49 1 53 84 84 M 楕円形

B5 558 46 5 22 63 破 損

B5 52 2 45 6 47 86 楕円形
B5 67 8 64 4 23 8 136 59 L 円形

B5 84 1 46 5 215 51 L 楕円形
B5 72 7 57 5 190 L 楕円形
B5 770 55 0 24 1 172 37 L 楕円形

95-8 B5 683 407 145 65 42 M 楕円形
95-21 B5 862 68 1 239 218 04 O 楕円形

B5 69 2 43 7 195 100 44 L 橋 円形

B5 707 65 9 18コ 123 94 L 楕円形
B5 708 40 6 20 9 93 89 M 楕円形

B5 49 9 39 9 20 6 68 70 M 楕円形
B5 712 613 20 7 136 41 L 楕円形
B5 52 7 411 133 45 20 S 楕円形

B5 672 483 162 82 63 M 楕円形
B5 567 519 215 95 32 M 楕円形

B5 546 379 9 34 44 S 破 損

B5 88 5 49 3 6 128 05 L 楕円形
B5 64 5 42 5 80 72 60 M 橋 円形

B5 68 4 42 9 9 69 13 M 楕円形
B5 50 2 48 3 183 70 33 M 円形

95-1 B5 626 46 6 108 49 56 楕円形
B5 510 430 196 71 66 M 楕円形

B5 816 490 182 11291 L 楕円形

B5 56 3 48 3 7 42 85 S 橋円形

B5 692 49 2 4 112 20 L 楕円形
95-7 B5 62 6 43 2 9 69 09 M 楕円形

95-3 B5 58 0 34 2 0 49 43 S 楕円形
B5 52 0 37 5 l 40 09 S 楕円形
B5 518 46 0 8 71 27 M 精円形
B5 643 46 1 5 86 65 M 橋円形

B5 732 53 1 3 92 55 M 楕円形
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整理番号 挿図番号 図版番号 出土地 点 長 さ (mm) 中冒 (mm) 厚さ (DYn) 重 さ サイズ 備考

B5 84 6 24 6 171 99 L 精円形

95-18 B5 171 65 L 円形

71 B5 63 6 20 0 H011 L 楕円形

B5 25 0 167 92 L 精円形

B4 842 131 72 L 楕円形

97-8 B4 65 5 82 91 M 楕円形

B4 53 2 27 0 13321 L 精円形

B4 66 4 57 8 227 124 69 L 惰円形

B4 559 126 79 L 楕円形

B4 44 9 113 37 L 橋円形

B4 66 3 35 0 46 68 M 破損

97-6 B4 64 8 465 78 34 M 楕円形

97-10 B4 69 71 M 精円形

97-18 B4 72 1 20 6 103 39 L 楕円形

95-17 B5 81 2 155 34 L 楕円形

97-4 B4 60 6 55 97 S 楕円形

97-19 B4 84 0 56 6 148 05 L 精円形

97-7 B4 53 9 77 34 M 精円形

B雪 63 3 40 3 74 35 M 楕円形

Bコ 517 95 51 M 精円形

B4 45 3 62 02 M 精円形

97-9 B4 45 0 215 92 77 M 楕円形

B4 74 7 135 117 69 L 楕円形

B4 417 28 84 精円形

B6 217 73 26 M 楕円形

B6 40 3 19 7 85 54 M 惰円形

97-11 B6 59 3 72 33 M 円形

B6 60 6 55 39 精円形

97-14 B6 81 0 195 66 83 M 精円形

B6 H854 L 楕円形

B6 66 8 5101 S 楕円形

B6 76 7 26 0 144 68 L 精円形

97-5 B6 48 3 174 56 94 S 円形

97-13 B6 156 75 11 M 楕円形

97-12 B6 66 8 79 26 M 精円形

97-20 B6 49 9 11040 L 精円形

97-2 B6 45 8 S 楕円形

97-1 B6 26 0 7 94 S 楕円形

B4 54 6 498 73 63 M 楕円形

A5 45 87 S 僑円形

A5 40 9 52 02 S 精円形

0 A5 44 5 123 39 52 S 楕円形

1 97-22 A5 82 5 80 7 263 04 O 楕円形

2 A5 510 59 67 S 楕円形

3 A5 58 0 6 37 48 S 楕円形

4 97-3 A5 27 7〕 S 楕円形

5 B7 61 6 76 28 54 M 破損

16 B7 L 楕円形

117 97-17 C4 70 2 22 8 139 33 L 精円形

C4 50 6 36 5 36 24 S 精円形

97-15 C4 48 6 61 63 28 M 切れ込み、橋円形

CJ 62 9 49 3 61 75 40 M 楕円形

96-6 C5 573 47 79 33 M 円形

C5 37 3 25 70 S 破損

96-2 C5 416 38 52 円形

C5 53 2 16155 L 破損

96-1 C5 143 35 78 円形

C5 370 63 73 M 楕円形

C5 55 3 11156 L 精円形

96-3 C5 175 56 87 精円形

96-20 C5 102 0 24 0 207 07 O 楕円形

96-21 C5 64 7 222 202 49 O 楕円形

96-22 C5 78 7 70 4 28 0 207 16 O 台形

96-16 C5 92 3 23 2 195 96 O 精 円形

96-7 C5 617 55 3 159 88 41 M 円形

96-17 C5 565 L 円形

C5 84 0 33 4 258 79 O 円形

C5 62 5 67 99 M 精円形

96-8 C5 62 5 173 67 48 M 橋円形
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整理番号 挿図番号 図版番号 出土地点 長さ (Eun) 幅 (41) 厚 さ (nII) 重さ (g) サイズ 備考

96-9 51 C5 654 66 64 M 楕円形

C5 75 7 678 230 137 84 L 精円形

96-10 C5 599 172 65 12 M 精円形

C5 585 51 99 S 楕円形
C5 546 59 23 S 楕円形

C5 880 76 5 27 0 239 31 O 円形

96-18 C5 82 7 613 145 59 L 楕円形
96-19 C5 H801 L 楕円形

C5 53 2 67 75 M 円形

C5 60 5 176 53 04 S 精円形
96-H C5 69 0 80 44 M 楕円形

C5 620 34 8 62 89 M 楕円形
96-4 C5 516 46 07 S 楕円形

96- 12 C5 643 50 1 60 82 58 M 橋円形

C5 395 38 3 51 34 34 S 円形

C5 618 01 5151 S 楕円形

C5 66 2 57 3 74 104 73 L 惰円形

C5 52 5 31 45 41 S 楕円形

C5 58 9 6160 M 楕円形

C5 40 0 37 53 S 円形

96-13 C5 605 56 7 72 98 M 円形

C5 57 1 349 12 38 68 S 楕円形
C5 73 8 515 217 107 35 L 楕円形

96-14 C5 812 469 147 89 18 M 僑円形
96-23 C5 980 77 0 331 48 O 楕円形

C5 37 5 134 37 16 S 楕円形
C5 64 0 57 3 27 3 126 29 L 円形

C5 45 5 52 00 S 円形

C5 37 8 11 25 57 S 円形

96-5 51 C5 55 72 S 楕円形

96-15 C5 53 5 7121 M 円形

C7 38 9 35 49 S 破損

C7 575 11 45 58 S 破 損

7〕 C7 70 55 M 楕円形
B5 59 2 8014 M 楕円形
D5 17 1 64 69 M 楕円形

97-23 E6 94 5 275 58 O 楕円形
5 97-16 H5 68 3 237 119 82 L 楕円形

H5 75 6 84 94 M 楕円形

H5 56 5 22 1 145 85 O 破損

8 S K02 50 6 128 21 59 S 破損

落とし穴 124 30 31 S 楕円形

落とし穴 332 79 18 56 S 楕円形

落とし穴 373 322 15 51 S 楕円形
53-12 落とし穴 163 76 98 M 楕円形
53-H 落とし穴 80 3 212 125 87 L 橋円形

落とし穴 74 7 L 精 円形

廃土中 63 0 76 63 M 精円形

廃土中 58 3 83 62 49 M 精円形

廃土中 65 8 123 83 L 楕円形

廃土中 78 8 67 8 123 31 L 楕円形

廃土中 930 72 2 252 44 O 楕円形

トレッチ 7 578 426 156 67 43 M 楕円形

トレンチ28 145 84 85 M 精円形

トレッチ28 64 8 152 69 48 M 橋円形

トレンチ28 95 30 89 楕円形

43 0 194 58 35 楕円形

K5 50 5 24 6 140 22 L 楕円形

K5 48 4 110 47 L 楕円形

K5 100 85 L 橋円形

K5 44 0 82 13 M 楕円形
97-21 K5 69 9 79 53 L 楕円形

B5 468 260 1 33 L 楕円形

B5 559 309 56 70 L 楕円形
95-12 B5 27 4 87 39 L 楕円形

B5 46 5 22 74 L 精円形
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第 1節 川平 I遺跡 の土坑群

川平 I遺跡では16基の上坑を確認した。この上坑群は 8基の集石遺構と、石を伴わない8基の上

坑から成り立っている。16基の上坑には縄文土器の出上した土坑と、出上していない土坑とがある。

これらの上坑には切り合うものが少なく、B5区・B6区 。C6区に集中しており、遺構の大きさ

や形も共通する部分が多く、大半は同じ縄文時代に含まれるものと考えられる。次に土器の出上し

た 7基の遺構の時期を見ると、早期が 1基、中期が 5基、後・晩期が 1基 となっている。出土土器

から考えると、複数の時期の土坑から構成されていると思われる。但し、これらの出土遺物には未

面直上から出土したものは 1′ミもなく、遺構の時期は出土した土器より古いとしかいえない。

一応、時期については縄文時代の遺構であるとして、遺構の性格から考えてみたい。まず立地で

あるが土坑群は崖垂斜面の平坦面に位置している。先述したように 1区では縄文時代の川跡が確認

されており、標高152m前後より下のレベルが縄文時代の川と考えられる。崖垂斜面の平坦面は標

高が155～ 156m前後で、約300ぜ の広さとなっている。土坑群はこの範囲に集中するわけだが、標

高155mよ り下では土坑を確認できなかった。始めから存在しなかったのか、洪水などで流失した

のかは不朔である。しかし、川に近接して遺構を配置するとも思えないので、始めから存在しない

か、存在したとしても数は多くなかったと思われる。次に集石遺構の性格であるが、想起されるの

は土免部分は墓羨であり、集石部分は墓羨内に落ち込んだ標石という可能性である。その場合、標

石と思われる石は土坑の床面から浮 く場合が多い。ナ|1平 I遺跡も土坑内から出土する石の大半は床

面から浮いており、土坑上面から落ち込んだものと考えられる。また、墓羨だとすると土坑の深さ

も現在より深いものであったと考えられる。土坑群のうちSK06、 SK10、 SKll、 SKl

4、 SK16は 上面が傾斜しており、土坑の上半は流失したものと思われる。このことから、土坑

群の大半は深い土坑であったものと思われる。流失の原因としては斐伊川の洪水が考えられる。以

上のことから、川平 I遺跡の集石遺構は土羨墓であり、出土した石群は付属する標石の可能性が高

いと考えられる。また集石遺構ではない土坑も位置的に集石遺構 との関係が深いと考えられ、標石

が流失したか、あるいは標石を元々伴わない土羨である可能性が考えられる。

再び土坑群の時期について考えてみる。上坑群の大半が洪水により上半を流失した可能性が高い

ことは指摘したが、その場合、落とし穴 1と SK02が 時期決定の重要な遺構となる。落とし穴 1

は上端に段が現存することから遺構は本来の深さであると考えられる。 SK02も 上面に遺構に関

係すると思われる石が存在することから本来の深さを保っている土坑であると考えられる。時期は

両者とも少なくとも縄文時代前期に埋没した遺構であると考えられる。この 2つの遺構は上面が残

っていることから、洪水による崖垂斜面平坦部の流失後に掘削された遺構と考えられる。換言すれ

ば、洪水による流失は縄文時代前期以前に発生したものであるといえる。以上のことから、土坑群

のうちSK02を 除いた15基の大半は縄文時代前期以前の遺構 と考えられる。また、SK06か ら

黄島式が出上していること、川平 I遺跡からは黄島式より古い土器が確認されていないことから、

土坑群の時期は早期の黄島式～前期であると推定される。さらに、標高156m前後には高山寺式の

単純層 (SX01下 黒色土層)が存在していることから、洪水による流失は高山寺式以前と考えら
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れ、土坑群の時期は黄島式～高山寺式である可能性が高いと思われる。以上のことから、土坑群の

大半は責島式～高山寺式の上羨墓である可能性が高いと思われる。

この時期の上坑を伴う集石遺構の類例には上福万遺跡がある (1)。 上福万遺跡では36基の集石遺

構が確認されている。時期は高山寺式期である。この遺跡は河岸段丘上にあり、立地の点でも川平

I遺跡と共通している。しかし、集石遺構自体は、土坑を伴うものが13基あるが、土坑の無いもの

が23基 もあり、川平 I遺跡と異なる点を示している。集石に使用されている石の数も川平 I遺跡で

は1点から19点であるのに対して、上福万遺跡では多量の石を使用している。集石遺構の上坑自体

も、川平 I遺跡では90cm～ 140clllで あるのに対して、上福万遺跡では140clllを越える土坑が8基あり、

その内で200cmを越えるものが4基もある。この様に時期が近く、立地も似通ってはいるが、同じ土

羨墓群とはいえ遺跡の規模は上福万遺跡の方がはるかに大きい。

第 2節 縄文土器型式表

川平 I遺跡では早期から晩期までの上器が多量に出上した。ただし2次堆積の黒色土層中から出

上した遺物が大半であり、層位的な検討を行うことはできなかった。従ってこの表は、同じ奥出雲

地域に於いて、型式と三瓶山火山灰との層位的な検証と研究が行われた板屋Ⅲ遺跡 (2)と 、板屋Ⅲ

遺跡の調査以降の資料を追加し型式の検討を行った下山遺跡遺跡 (3)での考察に依拠する。表には

川平 I遺跡の他に周辺の垣ノ内遺跡 (4)、 家の後 I遺跡 (5)、 平田遺跡 (6)、 下鴨倉遺跡 (7)の資

料を加えた。遺跡ごとの型式の変遷はこの表を以て語らせ、以下に不足部分を記述する。

型式名 :表は行に型式名、列に遺跡名を記した。 1つの欄に複数の型式名が表示されているものが

あるが、これは併行関係にあると思われる型式である。また、遺跡名と型式名が交差する欄に記し

た■は、その欄に対応する遺跡から、その欄に対応する型式もしくはその型式に併行する土器が出

上したことを示している。 (■)は検討が必要なものである。

土層名 :土層は第 1黒色土層～第 3黒色土層・アカホヤ火山灰層までの層序を表示した。この層序

は板屋Ⅲ遺跡の調査で確認されて以来、三瓶山麓の遺跡の基本的層序として認識されているもので

ある (8)。 問題はこの層序が斐伊川上流地域でも適用されるかである。表中の遺跡では垣ノ内遺跡、

家の後 I遺跡で、表以外の遺跡では現在調査中の家の後工遺跡 (9)、 原田遺跡 (1の で遺跡全体を被

うものではなく点在する状況ではあるが、 1次堆積と考えられる三瓶太平山降下火山灰層 (以下、

第 1ハイカ層)力 確`認されている (11)。 特に家の後 I遺跡と家の後工遺跡では、第 1ハイカ層が確

認された箇所に於いて、板屋Ⅲ遺跡と同じ様な型式の分かれ方が認められている。以上のように斐

伊川上流地域についても三瓶山麓で確認された土層と型式の関係が認められることから、板屋Ⅲ遺

跡での層序を表示した。ただし今のところ斐伊川上流域では三瓶角井降下火山灰層 (以下、第 2ハ

イカ層)は確認されていない。第 2黒色土層以下の斐伊川上流域と三瓶山麓の上層の共通性について

は今後の重要な課題であり、尾原ダム建設に伴う発掘調査の進展などにより解決されると思われる。

奥出雲での最古の型式 :表中の斐伊川上流地域では川平 I遺跡出上の黄島式が最も古い型式となっ

ている。表以外の斐伊川上流地域の遺跡で、横田町の国竹遺跡 (り や柏原遺跡 (13)か らも黄島式が

出上している。木次町、仁多町、横田町では今のところ黄島式より古い型式は確認されていない状

況である。一方、三瓶山麓に於いて確実なものとしては板屋Ⅲ遺跡から出土した弘法滝Ⅳa式があ

る。また、黄島式以前の上器では、板屋Ⅲ遺跡、下山遺跡から出上した神宮寺式がある。
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第 14表 奥出雲に於ける縄文時代遺助の土器型式一覧表

土
　
層

時
　
期 形式}＼皇7 川平Ｉ 垣ノ内

家
の
後
Ｉ

下
鴨
倉

平

　
田

板
屋
Ⅲ

五
明
田
森
下

山

小
　
丸

神
　
原

貝
　
谷

壇
　
原

茶
屋
谷

三
田
谷

矢
　
野

第

１

里
〔

色

土

層

晩

期

沢 田 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

前池 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

谷尻 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

篠原 ■ ■ ■ ■ ■ ■

滋賀里 3a ■ ■ ■ ■

滋賀里 2・ 岩田Ⅳ類 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

後

期

滋賀里 1 ■ ■

福田K3・官滝・元住吉山2 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

彦崎 K2・ 西平・元住吉山1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

四元・沖丈 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

第 ユ ハ イ 力 (三瓶太平 日降 火山灰 )

第

２

里
＾

色

土

層

彦崎Kl ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

津雲A・ 崎ヶ鼻 ■ ■ ■ ■ ■ ■

布勢・松ノ木式 ■ ■ ■ ■

福田K2 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

中津 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

中
　
　
期

里木 3・ 福田C ■ ■ ■ ■

里木 2・ 船元 4 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

船元 3 ■ ■ ■ ■ ■ ■

船元 2 波子 ■ ■ ■ ■ ■ ■

船元 1 ■ ■ ■ ■

一削
　
　
期

大歳山 ■ ■ ■

第  2  ハ  イ  カ (三瓶太平山降下火 灰

第

3

里

色

土

層

彦崎 Z2 ■ ■ ■ ■

彦崎 Zl・ 月崎下層 ■ ■ ■

磯ノ森 ■ ■ ■ ■ ■ ■

羽島下層 3 ■ ■ ■ ■ ■

西川津式 ■ ■

羽島下層 2 ■ ■ ■ ■

羽島下層 1

早

　

期

ア  カ ト ヤ 火 灰

繊維土器 ■ H

穂谷

高山寺 ■ ■

黄 島 ■ ■

帯状施文押型文 ■

神宮寺 ■ ■

大川

草
創
期

弘法滝Ⅳ a ■

多縄文系 ■ :
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第 7章 まとめ

第 3節 川平 I遺跡 出土石錘

川平 I遺跡からは206点の石錘が出上した。第98図 は、これらの石錘を10グラム単位で分けた場

合の数量の分布を示したものである。このグラフからは30g～ 40g、 60g～ 70g、 H Og～ 120gの

3か所に頂点があり、180g～ 190gに 断絶があることが判る。このデータから石錘を重量によって、

60g未満を S、 60g～ 100g未満をM、 100g～190g未満を L、 190g以上を0の 4つに分ける。個

数は Sが 59点、Mが 74点、 Lが 58点、Oが 15点 となる。ただしこれらの石錘は縄文時代の複数の時

期に渡っているため、重量の違いが時期差なのか、機能差なのかは不明である。また、ほとんどの

石錘は川原石の両端を打ち欠いたものであるが、川原石の両端に磨り切りによる切れ込みを施した

ものが 3点確認された。これもまた時期差なのが、機能差なのかは不明である。
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第98図 石錘の重量と個数

第 4節 炭窯 につ いて

木炭の種類 :木灰は大きく分けて白炭、黒灰、その他の木戊の 3種類がある。この 3者は製灰法が

異なり、製戊法の違いから性質も異なる。

白灰は窯内で灰化した木灰を火の付いた状態で案から出し、窯の外で灰と上を被せて消火したも

のである。白戊の名前は、消火の際に灰が表面に付着し灰白色となることに由来する。白戊の製炭

法については岸本定吉の文章 (1つ を引用する。

「白灰がまは炭やきの終わりごろ、かま口を大きく開いて、空気をかまの中に大量に入れる。する

とかまの中の灰材に火がつき、また、かまの中のガスも燃えて、かまの中は真赤になり、温度は

1000度を超すようになる。そのままにしておくと、木灰は全部灰になってしまうが、ころ合いをみ

て、真赤になった木灰をかま口から引きずり出し、灰をかけて消す。」

一般に白灰は約300度で灰化し、900～ 1,100度で精錬が行われるといわれている。硬質の木炭で、

発火温度が高い。火が着き難いが、一旦火が着 くと持続力がある。灰材にはウバメガシ、アラガシ、

シラガシ、ウラジロカシなどが好まれる。日本での白灰の製炭は少なくとも平安時代までは遡れる。

代表的な白灰には備長炭がある。
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黒炭は窯内で灰化した木灰を窯を密封して窯内で自然消火させたものである。約400度で灰化し、

約700度で精錬される。軟質の木灰で発火温度が低いため火は着き易いが、急に燃焼し尽くすので

持久力に乏しい。炭材にはクヌギ、ナラ、カシなどが好まれる。代表的なものに池田炭がある。黒

炭は消灰から野焼法、次いで伏焼法を経て鎌倉時代に確立されたと考えられている (1の 。

その他の木炭には燃焼中の木材を急に水中や土中などに入れて作る消灰や、伏焼による木灰など

がある (1の 。特に消戊は製灰法が簡易であったため、白灰や黒灰が出現する以前から製灰されてい

た。その出現は旧石器時代まで遡るとする説もある (り 。これらの木炭の製灰法には、無蓋製灰法、

坑内製灰法、推積製庚法といった非築窯製灰法 (1め によるものもあれば、「八日うなぎ」と呼ばれ

る古代の横口付灰窯などの築窯製戊法よるものもある。

また、奥出雲ではタタラ製鉄に使用する木灰を大灰と呼び、鍛冶で使用する威を小炭と呼んでい

る。大灰は長さ5.6～9.6m、 幅四4～ 4.8m、 高さが約1.Omく らいの大きな窯で製灰する。完全に戊

化させずに窯を塞ぎ、生焼けの状態で取り出す。炭材には樹齢30年前後の雑木が好まれる。製炭は

鉄師に従属する山子 (1の と呼ばれる製灰専門集団が行った。

小灰は地面を直径2～ 2.5mに ならし、灰材を半球状に積み小枝をかけて燃やし、上をかがせて製

灰された木灰である。この様に小戊焼きは先述の分類で言えば堆積製灰法に含まれるものである。

灰材には若い雑木が好まれた。近在の農家が副業として製灰しており⑫の、鍛冶の他にも農家の自

家用木炭として使用されていたと思われる 01)。

以上の様に木灰の製灰法は多く名称もまた多い。しかし、昭和33年10月 1日 に告示された「木灰

の日本農林規格」では、「築窯製炭法の窯外消火法のみにより製造した」ものを白灰とし、白灰以

外の木灰を全て黒灰と定義している。これに従えば小灰、大灰、消灰、和灰なども全て黒灰に含ま

れ、製炭法の違いを名称に付することができない。従って、本報告書中では製炭法の違いを重視し、

小灰、大灰、消灰などの箸称も使用することとする。また単に「黒灰」と記述する場合は、鎌倉時

代以降に築窯製灰法で制作された黒戊について使用する。

出雲製炭略史 ⑫め :日 本で木灰が庶民にまで広く普及するのは近世からと考えられている。貨幣経

済の発達、人日の都市集中、茶ノ湯の慣習の一般化などにより、木灰は商品としての地位を確立し

た。しかし都市部から離れた場所では自給自足的に伏焼などで製灰する黒灰を生産した模様である。

出雲では、もともと製鉄用の大戊を大量に生産していたが、茶人大名として名高い松江藩七代藩

主の松平治郷 (不味)の影響から茶ノ湯が広まり茶用木灰の製灰も盛んとなった。特に松江近郊の

意宇郡岩坂村 (現在の八雲村の一部)や、大原郡海潮村 (現在の大東町の一部)で盛んであり、松

江藩の藩用尿の大部分を引き受けていた。一方、奥出雲では、消費地である松江から離れているた

め商品としての茶用木灰は生産せず、大灰以外には自家用に消炭を製灰していた程度と思われる。

また、大炭の製灰も製鉄業を営む鉄師が製鉄用に行ったものである為、製灰業にはならなかった。

尤も、岩坂村や海潮村で製灰された木炭にしても、京阪や江戸といった大消費地から遠く離れてい

た為に藩外には移出されず、藩内での消費に留まっている。但し、幕末には海潮村で白灰の製灰が

始まる。これは付近の阿用や日登に広がり、近代の大製灰地の素地となった。

男治時代前半になると、製灰の盛んであった海潮村周辺から県外への移出されるようになる。た

だし、炭窯には個人差が大きく商品としては不評であったようである。このことは池田式製炭法が

導入された際の文章からも窺える。働。
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第 7章 まとめ

「一、旧法に依るものは灰化せざる部分九そ二、三割りを占め、燻煙を生じ実用上不利なるは勿論、

衛生上に於いても大いに有害なるが、改良法 (池田式製灰法を指す。著者注。)に依るものは質強

堅にして、燻煙を生ぜず、火力大に、堪久力強し (中略)

六、旧法に依るものは品質劣等にして価格亦廉価なりしが、改良法製灰は価格貴し」

以上の理由から海潮村で明治19年に池田式製炭法が導入され、島根県に於ける木灰の品質改良が

開始される。しかし、この池田式による黒灰の生産は、白炭への消費需要の変化に伴い衰退し、明

治末年から大正初年にかけて黒炭から白炭への生産の転換が行われこととなる。

一方奥出雲では、近世同様に大炭が主流であり、商品としての木炭生産は下火であった。明治後

半には農家が副業として製灰した木灰を出雲平野部の仲買人が買い取るようになったが、あくまで

副業であり、製炭業といえるものではなかった。しかし大正になると、タタラ製鉄は安価な輸入鉄

の台頭やタタラ製鉄の前近代性などにより衰退し、大正時代中頃にはタタラ製鉄自体が中断される

こととなる。この状況に対して鉄師達は業種を製鉄業から製灰業へとシフトすることとなる。これ

により奥出雲の製炭業は本格化する。内藤正中は鉄師達の製灰業への転換を次のように述べる 鬱の。

「何といっても、鉄師たちは大森林地主であり、原木の供給に大きな役割をもっている。島根県仁

多郡の絲原家の場合、『木灰製造販売業開始ハ大正九年製鉱業廃止と同時ニシテ、専ラ多数累代二

ワタル労働者ノ失業フ救ヒ、併セテ所有山林ノ経営二対処シタルモノナリ』と、その開始理由を述

べている。鉄山経営における鉄師と山内従業員、そして地下の株小作人の関係が、そのまま山林所

有者であり、原木提供者と焼子すなわち製灰従業者の関係に切りかえられていったわけである。」

但し、奥出雲に於いてはそれまで製炭していた大炭や小炭では商品となる家庭用木灰にはならず、

また池田式による黒灰も運賃コスト等から採算が取れなかった。そこで、価格が黒灰の三倍であっ

た白灰の生産を選択することとなる。そのために明治44年には紀州式と土佐式の製灰教師を招聘し

技術の導入を行っている。当初は主流であった白灰であるが大正元年をビークとして減少する。原

因として原料木としてのクヌギの欠乏、黒灰価格の沸騰が挙げられている。それに伴い大正 3年に

は黒灰生産が主流となる。
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第99図 島根県の木炭産出量の推移
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以上のようにして出雲の製炭業は始まり、生産性と品質の向上を目指し逐次炭窯の改良を行い、

やがて島根県の基幹産業の一つとなる。この製炭業のピークは 2回ある。 1回 目は昭和15年で、木

炭の生産量は1.6万 tを数える。しかし第 2次世界大戦および敗戦により生産量は減少する。しか

し、昭和25年の木炭の統制解除により木炭産業は復活し、昭和31年には 2回 目のピークを迎える。

だが、都市ガス、プロパソガスの普及により木炭産業は急速に衰退し、現在に至る。

近世の炭窯について :こ こでは穴窯、大炭窯、白炭と黒炭の代表的な灰案を紹介する。

穴窯 山の斜面に横穴を掘 り、奥から煙道を掘り抜いたものである。江戸時代以前の炭窯とされて

いる。琴引奥炭窯跡 の6)、 十文セド遺跡灰窯跡 ⑫め、大原炭窯跡 やめ、才ヶ市灰窯跡 のの、畑ヶ平遺跡

●のが知られており、時期の判明しているのは江戸時代後期の十文セド遺跡炭窯跡のみである。

大炭窯  『鉄山必要記事』●1)に は大灰窯の規模について、長さ三尋半叉四尋 (約 5.6m～ 6.4m)、

横二尋半二尋 (約 4.Om～ 4.8m)、 土手の高さ五尺位 (約 1.5m)と し、本ショウジ (主煙道)と腰

仲ショウジ (副煙道)の設置に付いて述べ、窯壁を石垣と粘上で形成するように述べている。また、

大炭の一回の生産量は、生木8tを用いて2t弱の木灰を得ていたと考えられている ω2)。 県内で発

掘調査された大灰窯には瑞穂町米屋山遺跡炭窯跡 ●め、旭町山ノ内炭窯跡 ω4)がぁる。県外では広

島県比婆郡東城町保光たたら炭窯跡 ●5)がぁる。このうち時期が判明しているものは18C後半と考

えられている米屋山遺跡灰窯と、18C前半以前と考えられている保光たたら炭窯の 2基である。こ

れらの遺構の様子は概ね『鉄山必要記事』の記述と一致する。灰窯の規模については米山遺跡炭窯、

山ノ内灰窯、保光たたら炭窯とも若千小さいが、『鉄山必要記事』には、灰材の大小により灰窯の

規模も変えるよう説いており問題はないと思われる。但し、山ノ内灰窯跡に於いては排水溝が設け

てある点が異なる。また、大灰窯の聞き取 り調査を行った『菅谷鑢』●①によると、大炭窯の規模

は奥行き1丈 5・ 6尺 (約 4.5m～ 4.8m)、 幅1丈1尺 (3.3m)、 高さ5尺 4・ 5寸 (1.6m～ 1.7m)で 周囲

は石垣で作ったという。これも『鉄山必要記事』で解説された戊窯より小さい。

白炭窯 白炭窯の特徴は、まず窯内温度が1,000度 にも達するため石材を多用する点が上げられる。

その為に白炭窯は「石窯Jと も呼ばれる場合もある。また、粘土も耐火性の強いものを使用する。

他に木皮を掻き出し易いように窯壁が直線的なものが多い点も特徴である。白炭案の種類は多いた

め、ここでは代表的な戊窯で紀州式と関係が深いと思われる備長窯と、奥出雲に導入されたもう一

つの製灰法である土佐式の灰窯を紹介する。備長窯は集約的な規模の小さい炭窯で、奥行きが約

2.Om、 幅が約1.8mで、高さが約2.Omを 測る。上質の白炭を製炭した炭窯である。土佐式は粗放的

な大窯で、奥行きが約4.2m、 幅が約6.Om、 高さが約2.4mを測る。一度に製炭できる量は多いが、

粗悪な白炭を製灰した。県内で発掘調査された白灰窯には、19C代 と考えられている江津市堂々灰

窯跡 ∝つがある。また、近世と思われる旭町重富遺跡 I区灰窯 ●めは白灰窯である可能性が高い。

黒炭窯 黒炭窯は、白灰窯程の耐火性を必要としない。従って窯壁の大半は粘上で作られ、石を利

用するのは、排煙口や窯の前面が主である。その為、「土窯」と呼ばれることもある。黒炭窯の種

類も多いため、ここでは島根県の木灰史に於いて特に重要な池田式を紹介する。先述したように、

池田式は粥治19年に大阪府能勢郡吉川村から門前仁七を教師として迎え、海潮村に初めて導入され

た灰窯である。また、池田式の導入は単に灰窯の導入ではなく、製炭法全般の導入であった。この

製灰法の導入により、各地域・個人の差が少なくなったといわれている。池田窯の規模は、奥行き

が約3.Om、 幅2.6mのほぼ円形の平面プランで、高さは約2.Omを測る。この窯で製炭された池田炭
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は茶道に利用する高級木炭として有名である。発掘調査された炭窯跡では、19C代の旭町重富遺跡

Ⅳ区灰窯 Oの が黒炭窯である可能性が高い。

現在の大炭窯 :現在タタラ製鉄を行っているのは、横田町の「日刀保たたらJのみである。大炭も

使用されてはいるが、近世のように山内 ●1)で 自給自足ではなく、各地に′点在する大炭窯から供給

を受けている。今回は日野郡日南町阿昆縁の大灰窯の取材を行った。以下その内容を記述する。

所在地 鳥取県日野郡日南町阿昆縁

築窯者・製灰者 高木広一、高木千秋

灰窯の平面プラン 橋円形

灰窯の規模 奥行き16尺 (約 4.8m)、 幅12尺 (約 3.6m)、 高さは壁際で 5尺 (1.5m)、 中央部で6尺

5寸 (約 2.Om)

煙道 本ショウジ (主煙道)1、 腰仲ショウジ (副煙道)2

製灰量 H5kgの原木から15kgの木炭を生産している。

炭材 齢20～ 30年の雑木を使用する。樹齢30年以上の樹木は分割する手間が必要となり、炭材には

適さない。また、杉、檜など植林が進んでいる木材は炭材には適さず、問題となっている。

耐用年数 炭材が無 くなる、つまり1つの山の木が無 くなるまで 1つの窯を利用する。大灰の場合、

最盛期では半年で山の木を利用し尽していた。また、窯の一部が壊れると (甲が壊れやすい)、 補

修して操業を行う。つまり、山の木が無くなるまでが使用年数であり耐用年数となる。

山の再生 樹齢20～ 30年の雑木を灰材とする大炭焼では木が育つ20～ 30年同期で同じ山を利用す

る。その場合、森林の再生は重要な問題となるが、炭材を限定せず雑木を使用する大炭焼では、特

に植林などはしない

その他 この取材において重要な問題の一つに、「灰窯の再利用」がある。現在使用している灰窯

も時期不明ではあるが、過去の灰窯を修繕して利用しているとのことである。先述したように大炭

焼きは20～ 30年ごとに同じ場所で行うため、過去の炭窯を修繕して使用することは当然考えられる

ことである。その場合、考古地磁気年代測定では古い時期に使用された年代は測定されない。炭窯

調査における年代測定では留意すべき問題である。

尾白工遺跡の炭材について (第 13表・図版53～58):尾白工遺跡で確認された灰材は第 13表の通り

である。この表で日に付 くのはSG03で クリを多量に使用している点である。普通、クリは戊材

としては好まれず、焚き付け用として使用する程度であるという Oめ 。何故クリを灰材に選択し、

製灰したのかは非常に興味深い。その他の炭窯では雑木を利用している状況が読みとれる。

尾白I遺跡の炭窯について :尾白工遺跡で確認された灰窯は第 4章で述べたように、地磁気年代測

定と、14c年代測定からは、 SG01aが 1,900年 以前、 SG01bが 1,900年～1,945年 、 SG0

2が 1,720年～1,780年、 SG03が 1,700前後、 SG04が 1,570年～1,700年、 SG05が 17C後

半～19C初頭という値が得られている。ここでは平面プランや各灰窯の特徴、奥出雲の灰窯変遷か

らより詳しい年代を推定し、その炭窯の意味を考えたい。

SG01a、 SG01b これらは池田式に近い形状をしているが、腰仲ショウジを設けている′点

に大炭窯の影響が強く見受けられ、築窯者が山子であったと考えられる。小灰を製炭していた一般

の農家が、腰仲ショウジを持つ灰窯を築窯したとは考え難い。奥出雲で製炭業が盛んになったのは

大正になってからである。この時期は鉄師が製鉄から製炭への転業を行った時期である。しかし、
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第15表 尾白I遺跡出土木炭の樹種
出土遺構 試料No 観察概要 判定樹種

S G01 ユ 山灰 広葉樹、環孔材、子し圏内の道管は太く孔圏外の道管は平均に分布し年輪界近く
は微細となる。 ハゼノキ

S G01 木 広葉樹、環孔材、孔圏外の道管は放射状に並列。 クスギ

S G01 3 炭 針葉樹、樹脂道がなく、年輪界がやや急。 スギ

S G02 4 炭 広葉樹、環孔材、孔圏外の道管は微細で火焔状をなし、放射組織は広いものが
少しあるが他は微細。 ク リ

S G02 5 炭 広葉樹、環孔材、孔圏外の道管は微細で放射状に並列し分岐するものもある、
放射組織は広いものもあるが他は極めて微細。 ミズナラ

S G02 炭 広葉樹、散孔材、道管は肉限ではみられないはど細かく、均等に分布。 サカキ

S G02 7 炭 広葉樹、環孔材、孔圏材の道管は細かく、扇状をなして分岐するものもある、
放射組織のうち少数ははなはだ広く、他はごく微細。 カシワ

S G03 灰 広葉樹、試料 4に 同じ。 ク リ

S G03 炭 広葉樹、試料 4に 同じ。 ク リ

S G03 炭 広葉樹、試料 4に 同じ。 ク リ

S G03 11 炭 広葉樹、試料 4に 同じ。 ク リ

S G03 炭 広葉樹、深孔材、孔圏外の道管は急にその数を滅じ半径方向に並が。 クヌギ

S G05 13 炭 針葉樹、樹脂道あり。 アカマツ ?

S G05 炭 広葉樹、試料12に同じ。 クヌギ

S G05 炭 広葉樹、試料12に同じ。 クヌギ

S G05 炭 針葉樹、試料13に同じ。 アカマツ ?

S G05 炭 広葉樹、試料12に同じ。 クスギ

S G05 炭 広葉樹、試料12に同じ。 クヌギ

第 7章 まとめ

この時期に製炭された木灰は白炭であるため、これらの炭窯の年代は大正時代以前と考えられる。

また、池田式の影響が見られ、山子が製炭に従事できた時期の炭窯と考えると、明治時代後半に鉄

師が山子を使って製灰した製鉄業から製炭業への過渡期に操業された炭窯と考えられる。

SG02 この炭窯の特徴は煙道が 1つである点である。従ってこの窯は山子ではなく、農家が副

業としての製灰に使用したものと考えられる。形態には池田式の影響は見られないので、 FIB治後半

以降の炭窯とは思えない。また、この地域で窯を使用する商品としての黒灰の移出は近世に行って

いたとは考え難い。従って、SG02は 明治前半に、農家が副業として操業した炭窯と思われる。
SG03 この灰窯は穴案と呼ばれる灰窯である。先述したように江戸時代以前の灰窯である。 S

G03の 年代は地磁気年代測定では1,700年 ±10、 14c年代測定では1,610年～1,730年 という年代
が測定されており、江戸時代前半の灰窯といえる。また性格は先述したように、大灰窯とは異なる

タタラ用の黒灰を製炭していた可能性もある。

SG04 小炭窯である。先述したように簡単な製炭法で、江戸時代を通じて使用された。 SG0

4の年代は14c年代測定から1,570年～1,700年 と考えられる。

SG05 この炭窯の特徴は煙道が 2つ有り、形態が長方形である点である。 2つの煙道は築窯者
が山子であることを示す。また、形態的には検出部分では長方形であるが、炭窯の構造としては途

中から焚口部に向かって狭くなるはずで、平面プランはSG03に 近い形態では無いかと考えられ

る。『鉄山必要記事』に記述された炭窯の半分位である。可能性は近世の大灰窯と、近代の黒灰窯

の二通りが考えられる。大灰窯であれば時期は、規模が小さ過ぎる点と平面プランがSG03に 近
い点から、大型の灰窯が主流となる以前の18後半と考えられる。また、黒炭窯であれば、 SG01
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a'bと 同様に、山子が黒炭を製炭する時期と考えられる明治時代後半と思われる。ただし、同じ

谷に 3つの灰窯が存在したとは考え難いので、18後半の大灰窯である可能性が高いと思われる。

今後の炭窯研究 :以上、奥出雲に於ける近世以降の炭窯の歴史と、尾白工遺跡の戊窯について考え

た。島根県の製鉄研究は進んでおり、製鉄原の発掘調査は詳細で基礎データも多い。しかし近世以

降の灰窯研究はほとんどなされていない。その原因として基礎データの収集となる発掘調査がはと

んどないこと、製鉄遺構・遺物へ興味が集中していることが挙げられる。今回、近世 。近代の灰窯

を 6基確認した。しかし基礎データとしては数が少なく、尾白I遺跡及び他の数遺跡で近世以降の

灰窯を語ることは控えるべきであろう。今後、近世・近代ダタラ製鉄史研究の進展を望むのであれ

ば、製鉄遺構・遺物のみで製鉄史を語るのではなく、炭窯調査を含む広範な調査に基づいた製鉄史

研究を進展させるべきであろう。
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(26)島根県教育委員会「頓原・琴引奥炭窯跡」『島根県埋蔵文化財調査報告書 第XⅥ集』 1990
(27)島根県教育委員会「十文セド遺跡」『中国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ』 1985
(28)村上恭通「大原炭窯跡」『中国地方製鉄遺跡の研究』渓水社 1993

(29)大東町教育委員会『大東町の遺跡Ⅳ』 1992
(30)前掲註 (29)文献。

(31)『鉄山必要記事』 (『鉄山秘善』とも呼ばれている)は 1784年伯者国の下原重仲によって著された近世たたら製鉄法
の古典で、製鉄法、製炭法はもとより、事務関係から祭祀についても解説している。今回使用した文献は、〔館充

『現代語訳 鉄山必要記事』丸善株式会社 2001〕 である。
(32)河瀬正利『たたら吹製鉄の技術と構造の考古学的研究』渓水社 1995

(33)島根県教育委員会「米屋山遺跡」『主要地方道浜田八重可部線特殊改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』

島根県教育委員会 1991

(34)旭町教育委員会「 1.炭窯」『県営農地開発事業 (梨園造成)に伴う山ノ内28号墳発掘調査報告書』 1991
(35)保光たたら発掘調査団『保光たたら』 1985
(36)島根県教育委員会『菅谷鑢』 1967
(37)島根県教育委員会「堂 炭々窯跡」『恵良遺跡 堂 炭々窯跡 上条遺跡 水戸 (三戸)神社跡 (上条古墳) 立女遺
膨ホ』   2001

(38)島根県教育委員会「重富遺跡」『中国横断自動車道広島浜田線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』V 1992
重富遺跡 I区炭窯跡が自炭窯である可能性については、文化財課の足立克己の教示による。

(39)掲載した灰窯の図面 実測図のうち、 1～ 5は 各報告書から転載し、 6は『大東町郷上の姿』第 1集 (大東町社会
科教育研究会 1960)か ら転載し、 8・ 9は前掲註 (15)か ら転載した。

(40)前掲註 (38)文献。重富遺跡Ⅳ区炭窯跡が黒炭窯である可能性については、足立克己の教示による。

(41)「製炭林の豊富な山のなかの一定場所を垣根や矢来で囲み、そのなかに作業所や住居などを設けた製鉄作業場のこ

とである。 (中略)村方農村とは隔絶した生活圏を構成していたのである。」註 (32)文献より引用。
(42)高木広一氏、高木千秋氏の御教示、前掲註 (15)文献などによる。

以上、註に挙げた文献の他に、下記の文献を参考とした。

縄文土器について

小林達雄 編『縄文土器大観 1』 小学館 1989
小林達雄 編『縄文土器大観 2』 小学館 1988
小林達雄 編『縄文土器大観 3』 小学館 1988
小林達雄 編『縄文土器大観 4』 小学館 1989
戸沢充則 編『縄文時代研究辞典』東京堂出版 1994
大川清、鈴木公雄、工楽善通 編『日本土器辞典』雄山閣 1996
第28回山陰考古学研究集会事務局『山陰の縄文時代遺跡』 2000
木炭について

樋口清之  『木炭』 法政大学出版局 1993
樋口清之  『日本木炭史』新装版 講談社 1993
河瀬正利  「近世たたら製鉄址研究をめぐって」『日本製鉄史論集』たたら研究会 1983
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島根大学総合理工学部 時枝克安

1 地磁気年代測定法の仕組

地磁気には、伏角と偏角で決まる方向、および、強度の要素があるが、それらはすべて変動して

いる。これらの変動は様々な異なる周期で変化する成分の和として表すことができるが、これらの

変動成分の中でも、10年以上経過してはじめて変化したことが認識できるような緩慢な変動成分を

地磁気永年変化と呼んでいる。地磁気年代法で時計の働きをするのは、地磁気の方向の永年変化で

あり、過去の地磁気の方向と年代の関係を表す変動曲線を利用して、地磁気の方向から年代を読み

とろうとする。しかし、ある焼上が焼けた年代を知るためには、焼けたときの地磁気の方向が何か

に記録されており、それを測定できなくては目的を果たせない。焼けたときの地磁気の方向は、焼

土中に熱残留磁気として記録され、保存されている。地磁気年代を求める手順を述べると、まず、

焼上の熱残留磁気の測定によって、焼上の被熱時の地磁気の方向を求め、次に、焼上が所在する地

域の地磁気永年変化曲線の上で、求めた方向に近い点を決定し、その点の年代目盛りを読みとるこ

とになる。

地磁気のなかで、土壌、粘上、砂、岩石等が焼けると、これらは熱残留磁気を帯びる。熱残留磁

気の担い手は磁鉄鉱等の磁性粒子であり、そして、熱残留磁気の方向は焼けたときの地磁気の方向

に一致し、しかも、磁性粒子のキュリー温度 (磁鉄鉱では575℃ )以上に再加熱されないかぎり非

常に安定であり、数万年以上時間が経過しても変化しない。焼上がキュリー温度以上に再加熱され

たときには、それまで保持されていた熱残留磁気は完全に消滅し、その代わり、再加熱時の地磁気

の方向を向いた新しい熱残留磁気が獲得される。つまり、焼上の熱残留磁気は最終焼成時の地磁気

の方向を正しく記憶していることになる。それゆえ、年代既知の焼上の熱残留磁気のデータを蓄積

して、あらかじめ、過去の地磁気の方向が年代とともにどのように変化したかをグラフにしておけ

ば、このグラフを時計の目盛板として、焼上の最終焼成年代を推定できることになる。地磁気年代

法を「時計」にたとえるならば、地磁気の方向が「針」に相当し、焼上の熱残留磁気が焼成時の「針

の位置」を記1臆していることになる。日本では、広岡によって、西南日本の過去2000年間の地磁気

永年変化曲線がかなり詳しく測定されているので、地磁気年代法が焼上の簡便な年代測定法として

実用化されている。地磁気年代法の詳細については広岡、および、中島等による解説
1)2)が参考

になる。

2 地磁気年代測定法の問題点

第一に、地磁気の方向は時間だけでなく場所によっても変化するので、地域によっては、その場

所の標準曲線の形が西南日本のものからかなり相違していることが挙げられる。厳密に言えば、あ

る焼上の地磁気年代を求めるには、焼上が所在する地域の標準曲線を使用しなければならない。相

違が小さいときには西南日本の標準曲線を代用できるが、相違が大きいときにはその地域特有の標

準曲線を決定し、この曲線と焼上の残留磁気の方向を比較する必要がある。
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第二に、地磁気年代測定法は地磁気変動という物理現象を利用しているので、地磁気年代は土器

編年に左右されないと思われがちであるが、これは誤解であり、地磁気年代と土器編年の間には密

接な関係がある。すなわち、少数の年代定′点をのぞくと、標準曲線上のほとんどの年代目盛りは土

器編年体系を参照して決められている。それゆえ、年代定ッ点に近い地磁気年代には問題がないが、

年代定ザ点から遠 く離れた地磁気年代は土器編年の影響を強く受けており、もし、土器編年に改訂が

あれば、地磁気年代も訂正しなければならない。年代定点の数が増加すると、地磁気年代はこのよ

うな相互依存から独立できるが、現状では年代定点が少数なのでやむをえない。しかし、地磁気年

代測定法は、地磁気を媒介とする対比のおかげで、焼土跡に遺物がない場合でも有効である点、相

互に隔絶した土器編年を対比できる点で独自の優れた性格をもっている。

3 遺構 と試料

尾白工遺跡 (島根県大原郡木次町尾白)か ら検出された 5基の灰窯のうち 4基 (S G01、 S G02、

S G03、 S G05)について、地磁気年代を求めるために定方位試料を採取した。これらの炭窯は、

図 1に示すように、東西に走る谷筋に沿って分布しており、 S G01、 S G02、 S G03は 急斜面の上

部に、 S G05は谷底の平坦面にある。

S G01は谷筋が突き当たる奥端の斜面上部 (傾斜方位N75E、 勾配～24度 )を切り欠いて、標高

296mの ところに構築されており、平面プランはほぼ円形 (奥行き3.Om、 幅2.2m)である。二つ

の焼土面 a、 bが検出されているが、ほぼ同時代のものと推定されており、どちらも焼成度は低い。

S G02は谷筋の南側傾斜面の上部の標高295mの ところにあるが、図 1で分かるように、窯のす

ぐ下は、斜面中腹の瘤状の盛り上りが作った広いテラス (長さ～20m、 最大幅～ 8m)になってお
り、地盤は安定している。 S G02は 残部が僅かであるが、平面プランは焚口を頂点とする三角形と

推定されており、奥行は3.2m、 幅は2.6mである。焼上の一部は赤変し固く焼けている。

S G03は 、図 1に見られるように、谷筋の北側斜面の上部に沿って走る長いテラス (長さ～40m、

幅～ 4m)に あり、窯の標高は291mである。そして、このテラスの下方は急斜面 (傾斜方位 S39
E、 勾配～30度 )と なっている。なお、テラスの全面には地崩れ等による地形の乱れが認められず、

地盤は安定している。 S G03の平面プランは長方形であり、残存部の長さは17m、 幅は1.2mであ

る。この窯は床面と壁の一部が良く焼けて固く締まっている。

S G05は 谷の入口付近の谷底の平坦面にある (標高280m)。 平面プランの形は焚口を頂点とする

三角形であり、奥行き3.2m、 幅1.8mである。全体に焼成度が低く、焼土は柔らく赤い状態であっ

た。

年代の決め手となる遺物は炭窯の内部から出上していないが、灰窯の形状と類例との比較により、

S G01、 S G02、 S G05に ついては江戸時代後期以降、また、 S G03に ついては江戸時代中期以降

の操業年代が推定されている。

地磁気年代を推定するための定方位試料として、 S G01で は、最初の焼土面 aについて、南壁か

ら9ケ、北壁から3ケ、奥壁から7ケを、また、焼土面 bについて、煙道の周囲から6ケを採取し

た。焼土面 bは焼土面 aの操業以後に作り直されたものである。 S G02で は、西狽1壁から8ケ、奥

壁から7ケ、 S G03で は、床面から14ケ、奥壁から6ケ、煙道の周囲から2ケ、 S G05では、南壁

から5ケ、北壁から7ケ、奥壁から9ケ、煙道の周囲から2ケを採取した。試料採取法としては、
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表 I 尾白工遺跡の炭案の特徴と試料採取状況

炭 窯
形 (長さ/幅),        所在場所       標高
試料採取場所 :個数      1       試料総数

焼上の状態

S G01 ほぼ円形 (3.Om/2.2m),  斜面 (N75E,24度) 296m
a(南壁 :9,北壁 :3,奥壁 :7), b(煙道の周囲 :6)25

低焼成度

S G02 三角形 (32m/2.6m),    安定したテラス   295m
西側壁 :14,奥壁 :7                 15

残郡少,一部赤変固い

S G03 長方形,(1.7m/1.2m),    安定したテラス   291m
床面 :14,奥壁 :6,煙道の周囲 :2          22

高焼成度,固い

S G05 三角形 (3.2m/18m),    谷底の平坦面    280m
南壁 :5,北壁 :7,奥壁 :9,煙道の周囲 12      23

低焼成度,柔 らかい

注 :S G01に ついて、 aは最初の焼土面であり、 bは aを作り直した焼土面である。

整形した焼土塊に樹脂製ケース (24× 24× 24mll)を被せて隙間を石膏で充填し、分―ス上面の走行

と傾斜をクリノコンパスで測定する仕方をとっている。表 1に、灰窯の特徴と試料採取状況をまと

める。

4 測定結果
試料の自然残留磁気をスピナー磁力計 (Schonstedttt Model SSM-lA)で測定した。

[残留磁気の強度]

自然残留磁気の強度分布を図 2に示す。 S G03では強いレベルの強度 (～ 103 emu/g)を示す試

料が82境を占めており、このような強い残留磁気は焼上の高焼成度を反映している。これに対して、

焼成度の低い S G01、 S G02、 S605で は、一桁弱い強度 (～ 10望 emu/g)を示す試料が、それぞ

れ、969/0、 739/0、 910/oとなり、大半を占めている。

[残留磁気の方向]

自然残留磁気の方向を測定してみるとかなりの分散が認められたので、残留磁気の方向のまとま

りを改善するために、消磁磁場を段階的に上げる交流消磁を行った。段階的交流消磁において選ん

だ消磁磁場は、S G01と S G02で は (5、 10m T)、 S G03で は (10m T)、 S G05では (5、 10、 15

mT)である。この結果、残留磁気の方向が一番揃った消磁磁場は、S G01と S G02では、5mT、

また、S G03と S G05で は10m Tであった。交流消磁というのは、試料を交流磁場中で回転させな

がら、磁場強度を適当な設定値から零になるまで滑らかに減衰させて、磁場の設定値よりも弱い抗

磁力をもつ磁気成分を消去する方法である。これにより、方向分散の原因である2次的磁化 (熱残

留磁気の帯磁後に種々の要因のために試料に付加された磁化)を消去し、残留磁気の方向を揃えよ

うとする。図 3に各炭窯について、残留磁気の方向が最もよく揃った交流消磁の結果を示す。図 3

のデータの中から、さらによく集中するデータ (小円内)のみを選んで計算した平均方向と補佐の

目安となる数値を表 2に示す。なお、 S G01については 2つの焼土面a、 bか ら試料を採取したが、

2つの焼土面は考古学的にはぼ同時代のものとされ、また、それぞれの残留磁気の方向の分布に顕

著な差が認められなかったので、測定結果を一つにまとめて取り扱った。
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表 2 尾白I遺跡の炭窯の残留磁気の平均方向

灰窯 Ilat度 ) DKttE) k α95(度 ) a//N 消磁磁場

S G01 50,78 -549 7///25 5mT

S G02 45 60 3.56 6/15 5m T

S G03 40 47 0 82 15/22 10m T

S G05 11 2.83 5///25 10m T

Im:平均伏角 k:Fisherの信頼度係数 n/N:採用試料数///採取試料数
Dm:平均偏角 α95:950/O誤 差角

5 尾 白Ⅱ遺跡の炭窯の地磁気年代
図 4は尾白I遺跡の炭窯の残留磁気の平均方向 (+印)と誤差の範囲 (点線の橋円)お よび、広

岡による西南日本の過去2000年間の地磁気永年変化曲線 3)でぁる。地磁気年代を求めるためには、

残留磁気の平均方向に近い点を永年変化曲線上に求めて、その点の年代を読みとる。このようにし

て得られた地磁気年代値は、 S G01ではAD1950± 50、 S G02で はAD1380± 15、 または、AD1750

±30。 S G03ではAD1430± 10、 または、AD1700± 10、 S G05ではAD1430± 25、 または、AD
1720± 50と なる。複数の年代候補値が得られているのは、地磁気永年変化曲線が狭い範囲で交錯し

ており、残留磁気の平均方向に近い場所が、曲線上に2点生じるためである。このようにして求め

た地磁気年代とともに、C14年代、および、灰窯の形状から推定された年代を表 3に まとめる。 S

G02、 S G03、 S G05に 対する唯―の地磁気年代としては、C14年代値と灰案の形状による推定年

代に近い1700年代の値を選がのが合理的と考えられる。

表 3 尾白工遺跡の炭窯の地磁気年代、C14年代、形状からの推定年代

注 I S G01の C14年代のaは最初の焼土面、bは aを作り直した焼土面についての測定値である。網掛けは地崩
れによる窯体の傾きを考慮したときの補正値 (6節参照)、 下線はC14年代と炭窯の形状からの推定年代に近
い地磁気年代値の第一候補を示す。

6 尾 白Ⅱ遺跡の炭窯の地磁気年代の信頼性 :地崩れによる窯体の傾きの検討
急斜面に構築された窯では、地崩れによって窯体の斜面下方側が沈み込むように傾く傾向がある。

窯体が傾いた場合には、窯体の残留磁気の方向も同じだけ傾くので、残留磁気の方向は、焼成時の

地磁気の方向からずれてしまい、窯体の傾斜の補正をしないと正しい地磁気年代が得られない。

S G02と S G03は 、急斜面にあるけれども、ともに広いテラスの上に構築されており、これらの

テラスの面には地崩れの跡が認めらない。また、S G05は 谷底の平坦面にある。したがって、これ

ら3基の炭窯については、地盤は安定しており、窯体の傾きによる残留磁気の方向の変化はなく、

得られた地磁気年代は正しい操業年代を示している。

炭窯 地磁気年代 c14年代 形状からの推定年代

S G01 1950=L50, 1850--1950 a:1490± 60, b:1710± 60 江戸後期以降 (1780-1970)

S G02 1380± 15, 1750± 30 1580± 60 江戸後期以降 (1780-1970)

S G03 1430± 10, 1700± 10 1670± 60 江戸中期以降 (1680-1970)

S G05 1430± 25, 1720± 50 1750=二 60 江戸後期以降 (1780-1970)
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一方、 S G01は 急斜面 (傾斜方位N75E、 勾配約24度 )を切り欠いて構築されているので、窯体

が水平軸 (方位 S15E)の周りに回転して、焚き口付近が沈み込むように傾 く傾向があるはずであ

る。もし、 S G01窯がこのように傾斜したのならば、焼成時の正しい地磁気の方向 (傾斜前の残留

磁気の方向)は、図 4に示すように、傾斜後の残留磁気の方向 (aの十印)か ら矢印の方向へ傾斜

角度に応じて移動することになり、その結果、 S G01の 地磁気年代として1800年代の値が得られる

ことになる。結局、 S G01が傾いた可能性を考慮に入れて、傾きを最大 5度程度と見積もり、 SG

01の地磁気年代としてAD1850～ 1950とするのが合理的である。

最後に、試料採取などでお世話になった島根県埋蔵文化財センターの是田 敦氏に厚 く感謝しま

す。
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E図の説明]

図 1 尾白Ⅱ遺跡の地形と炭窯の分布

図2 尾白H遺跡の炭窯の自然残留磁気強度

図3 尾白亜遺跡の炭窯の残留磁気の方向が最もよく揃う交流消磁の結果各窯の残留磁気の平均方向は小円内のデータか

ら計算されている。

図4 尾白I遺跡の炭窯の残留磁気の平均方向 (+印 )と誤差の範囲 (点線の精円)および、広岡による西南日本の地磁

気永年変化曲線のA D 1350～ A D 1950の部分

a i SG01窯  b i SG02窯  c:S G03窯  d:S G05窯
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第 8章 尾白工遺跡の炭窯の地磁気年代
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第 8章 尾白I遺跡の炭窯の地磁気年代
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第 9章 川平 I遺跡出土石器・石製品の分析

第 9章 川平 I遺跡出土石器・石製品の分析

第 1節 川平 I遺跡 出土サ ヌカ イ ト製遺物 お よび黒 曜石製遺物 の原材産地分析

藁 科 哲 男

(京都大学原子炉実験所)

は じめ に

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交

易および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によリサヌカイトおよび黒曜石遺物

の石材産地推定を行なっている1,2,3)。 地質時代に自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分

析で求めるとき、岩石と露頭原石の組成が一致すれば、その露頭から流れた岩石であると言うこと

は、自然法則に従って流れたルートを証明できる。産地分析では『石器とある産地の原石が一致い

たからと言って、そこの産地のものと言い切れないが、一致しなかった場合そこの産地のものでな

いと言い切れる』が大原則である。人が移動させた石器の組成とA産地原石の組成が一致したから

と言って、産地と出土遺跡の間に地質的関連性がないため、移動ルートが自然の法則に従って証明

できず、その石器がA産地の原石と決定することができない。従って、石器原材と産地原石が一致

したことが、直ちに考古学の資料とならない、確かにA産地との交流で伝播した可能性は否定でき

なくなったが、 B、 C、 Dの産地でないとの証拠がないために、A産地だと言い切れない。A産地

と一致しなかった場合、結果は考古学の資料として非常に有用である。それは石器に関してはA産

地と交流がなかったと言い切れるからである。考古学において様式が一致すると言う結果が非常に

重要な意味を持っていて、まず見える様式としての形態、文様があり、それから見えない様式とし

て土器、青銅器、ガラスなどの素材があり、それらが一致すると言うことは古代人が意識して一致

させた可能性があり、また一致すると言うことは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互

関係を調査する上で重要な意味を持っている。

地質など自然科学の場合は、自然科学的方法 (物理・化学的方法)に従って産地を特定するもの

である。しかし、分析装置を使用すれば科学的分析と誤解している科学者が一部にみられるが、あ

くまで装置は物差しにすぎず、得られた結果を自然の法則に従って処理し産地を特定しなければな

らない。考古学者は考古学を基準にして、例えば産地が遺跡から近い、移動キャンプ地のルート上

に位置する、または原産地地方との交流が石器以外の他の遺物で証引されているなどの条件を考え

て、石器の石質と一致する最も近い産地の原石を肉眼観察を基準にして推測する。しかしこの結果

が信用されるのは、石質の一致という条件よりも産地との交流を推測できる考古学条件に無理がな

い場合である。これは、遺跡から500km以上離れた産地の石材が石器と一致しても、遠距離の産地

を言わず、近 くの一致した産地しか言わないことから分かる。従って、実際に遠距離から伝播した

原材でも、近 くの産地のものとして処理してしまっている。だが日本中の産地の石材を観察すると、

とても肉眼観察で産地を特定することはできないと思う。また地質学者に聞いても、とても肉眼観

察で産地など特定できないと言う人が多い。このことから客観的なデータに基づいて決定した石器

原材の岩石名、産出産地を記さなければ、報告書全外が正確さを欠 くように思われる。黒曜石、サ

ヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含有される微
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量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、これを産地を

特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産地ごと

に数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれを対

比して産地を推定する。この際多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地

を同定する。

蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて、かつ、試料調整が単純、測定の操作

も簡単である。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい性格が分

からないという場合にはことさら有利な分析法である。

今回分析した遺物は島根県木次町に位置する川平 I遺跡出上の安山岩製石鏃 8個、スクレイパー

1個、及び黒躍石製石鏃他 5の合計14個について産地分析の結果が得られたので報告する。

黒曜石、サ ヌカ イ ト原石の分析

黒曜石、サヌカイト両原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー

分散型蛍光X分析装置によって元素分析を行なう。分析元素はAl、 Si、 K、 Ca、 Ti、 Mn、 Fe、

Rb、 Sr、 Y、 Zr、 Nbの 12元素をそれぞれ分析した。

塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それでもって産地を

特定する指標とした。

黒曜石原石

黒曜石は、Ca/K、 Tツ
/K、
Mn/Zr、 Fe/Zr、 Rb/Zr、 Sr//zr、 Y/Zr、 Nb/Zrの 比量を産

地を区別する指標をしてそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高

原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた

原産地を図 1に示す。黒曜石原産地のほとんどすべてが調べつくされている。元素組成によってこ

れら原石を分類し表 1に示す。この原石群に原石産地は不

"の
遺物で作った遺物群を加えると202

個の原石群になる。中信高原地域の黒曜石産地の中で、霧ケ峰群は、長野県下諏訪町金明水、星ヶ

塔、星ヶ台の地点より採取した原石でもって作られた群で、同町観音沢の露頭の原石も、霧ケ峰群

に一致する元素組成を示した。和田峠地域原産の原石は、星ヶ塔の西方の山に位置する旧和田峠 ト

ンネルを中心にした数百メートルの範囲より採取され、これらを元素組成で分類すると、和田峠第

一、第二、第二、第四、第五、第六の各群に分かたれる。和田峠第一、第二群に分類された原石は

旧トンネル付近より北側の地点より採取され、和田峠第二群のものは、トンネルの南側の原石に多

くみられる。和田峠第四群は男女倉側の新 トンネルの入り口、また、和田峠第五、第六群は男女倉

側新 トンネル入り口左側で、和田峠第一、第二の両群の産地とは逆の方向である。男女倉原産地の

原石は男女倉群にまとまり組成は和田峠第五群に似る。鷹山、星糞峠の黒曜石の中に和田峠第一群

に属する物が多数みられる。麦草峠群は大石川の上流および麦草峠より採取された原石で作られた。

これら中信高原の原産地は、元素組成で和田峠、霧ケ峰、男女倉、麦草峠の各地域に区別される。

伊豆箱根地方の原産地は笛塚、畑宿、鍛冶屋、上多賀、柏峠西の各地にあり、良質の石材は畑宿、

柏峠西で、斑晶の多いやや石質の悪いものは鍛冶屋、上多賀の両原産地でみられる。笛塚産のもの

はビッチストーン様で、石器原材としては良くないであろう。伊豆諸島の神津島原産地は砂糠崎、

長浜、沢尻湾、恩馳島の各地点から黒躍石が採取され、これら原石から神津島第一群および第二群
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第 9章 川平 I遺跡出土石器・石製品の分析

の原石群にまとめられる。浅間山の大窪沢の黒曜石は貝殻状剥離せず石器の原材料としては不適当

ではあるが、考古学者の間でしばしば話題に上るため大窪沢群として遺物と比較した。また、北陸

地方では、富山県の魚津、石川県の比那、福井県の三里山、安島の各原産地が調査されていて、比

那、魚津産黒曜石が石器原材として使用されている。山陰地方の原産地は隠岐島の久見、津丼、加

茂に代表され石器原材としては小さすぎる豆粒大の黒躍石の露頭が福浦地区にある。また、兵庫、

鳥取の県境の雨滝地区から発見されている黒曜石は微小で石器原材としては使用できない。九州北

部地方では佐賀県の腰岳地域および大分県の姫島地域の観音崎、両瀬の両地区は黒躍石の有名な原

産地で、姫島地域ではガラス質安山岩もみられ、これについても分析を行なった。また、長崎県、

壱岐島も君ケ浦、久喜ノ辻、角川、貝畑など地点から黒曜石が採取できる。西北九州地域で似た紅

成を示す黒躍石の原石群は、腰岳、古里第一、松浦第一の各群 (腰岳系と仮称する)、 それから淀

姫、中町第一、古里第二、松浦第四の各群 (淀姫系と仮称する)な どである。また、古里第二群原

石と肉眼的および成分的に似た原石は嬉野町松尾地区でも採取でき、この原石は姫島産乳灰色黒曜

石と同色調をしているが、組成によって姫島産の黒曜石と容易に区別できる。だが、もし似た組成

の原石で遺物が作られたとき、この遺物は複数の原産地に帰属され原石産地を特定できない場合が

ある。たとえ遺物の原石産地がこれら腰岳系、淀姫系の原石群の中の一群および古里第二群のみに

帰属されても、この遺物の原石産地は腰岳系、淀姫系および古里第二群の原石を産出する複数の地

点を考えなければならない。また、角礫の黒曜石の原産地は腰岳および淀姫で、円傑は松浦、中町、

古里 (第二群は角礫)の各産地で産出していることから、似た組成の原石産地の区別は遺物の自然

面から円礫か角礫かを判断すれば原石産地の判定に有用な情報となる。九州中部地域の塚瀬と小国

の原産地は隣接し、黒曜石の生成マグマは同質と推測され両産地は区別できない。そして熊本県の

南関、轟、冠ケ岳の各産地原石はローム化した阿蘇の火砕流の層の中に合まれる最大で親指大の黒

曜石で、非常に広範囲な地域から採取される原石である。

サヌカイト原石

サヌカイトでは、K/Ca、 Ti/Ca、 Mゥ/Sr、 Fe/Sr、 Rb/Sr、 Y/Sr、 Zr//Sr、 Nb/Srの比

量を指標として用いる。サヌカイトの原産地は、西日本に集中してみられ、石材として良質な原石

の産地および質は良くないが考古学者の間で使用されたのではないかと話題に上る産地、その他に

は玄武岩、ガラス質安山岩など、合わせて32ヶ所の調査を終えている。図 2にサヌカイトの原産地

の地点を示す。このうち、香川県の金山・五色台地域では、その中の多く地点からは良質のサヌカ

イトおよびガラス質安山岩が多量に産出し、かつそれらは数ヶの群に分かれる。近年、九亀市の双

子山の南嶺から産出するサヌカイト原石で双子山群を確立し、またガラス質安山岩は細石器時代に

使用された原材で善通寺市の大麻山南からも産出している。これらの原石を良質の原石が産出する

産地および原石産地不明の遺物として元素組成で分類すると108個の原石群に分類でき、その結果

を表 2に示した。香川県内の石器原材の産地では金山・五色台地域のサヌカイト原石を分類すると、

金山西群、金山東群、国分寺群、蓮光寺群、白峰群、法印谷群の 6個の群、城山群および双子山群

に、またガラス質安山岩は、金山奥池・五色台地区産が奥池第一、二群、雄山群、神谷 。南山群の

4個の群に、大麻山南産が大麻山南第一、二群の 2群にそれぞれ分類され区別が可能なことを明ら

かにした。金山・五色台地域産のサヌカイト原石の諸群にほとんど一致する元素組成を示すサヌカ

イト原石が淡路島の岩屋原産地の堆積層から円礫状で採取される。これら岩屋のものを分類すると、
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全体の約 2/3が表 3に示す割合で金山・五色台地域の諸群に一致し、これらが金山・五色台地域

から流れ着いたことがわかる。淡路島中部地域の原産地である西路山地区および大崩地区からは、

それぞれの地区に対して92%お よび88%の割合で岩屋第一群に一致する原石が存在し、その他に群

を作らない数個の原石とがみられ、金山・五色台地域の諸群に一致するものはみられなかった。和

泉・岸和田原産地からも全体の約 1%であるが金山東群に一致する原石が採取される (表 4)。 ま

た和歌山市梅原原産地からは、金山原産地の原石に一致する原石はみられない (表 5)。 仮に、遺

物が岩屋、和泉・岸和田原産地などの原石で作られている場合には、産地分析の手続きは複雑にな

る。その遺跡から10個以上の遺物を分析し、表 3、 4のそれぞれの群に帰属される頻度分布を求め、

確率論による期待値と比較して確認しなければならない。二上山群を作った原石は奈良県】ヒ葛城郡

当麻町に位置する二上山を中心にした広い地域から採取された。この二上山群と組成の類似する原

石は和泉・岸和田の原産地から6%の割合で採取されることから、一遺跡10個以上の遺物を分析し、

表 4のそれぞれの群に帰属される頻度分布をもとめて、和泉・岸和田原産地の原石が使用されたか

どうか半」断しなければならない。

結果 と考察

遺跡から出上した石器、石片は、風化のためサヌカイト製は表面が白っぼく変色し、新鮮な部分

と異なった元素組成になっている可能性が考えられる。このため遺物の測定面の風化した部分に、

圧縮空気によってアルミナ粉末を吹きつけ風化層を取り除き新鮮面を出して測定を行なった。

一方、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されているにすぎないた

め、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。産地分析で水和層の

影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほとんど見られない。Ca/K、 Tツ
/K

の両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、また除かずに産地分析を行った場合同定される

原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定することができないので、得

られた確率の数値にはや【不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。今

回分析した川平 I遺跡から出上したサヌカイト製および黒躍石製他石器の分析結果を表 6-1、 6

-2に示した。石器の分析結果から石材産地を同定するために数理統計の手法を用いる。例えば試

料番号80568番の遺物ではRb/Srの値は0.301で、金山東群の [平均値]士 [標準偏差値]は、

0.316± 0.017である。遺物と原石群の差を標準偏差値 (σ)を基準にして考えると遺物は原石群か

ら0,9σ離れている。ところで金山東原産地から100ヶ の原石を採ってきて分析すると、平均値から

±0.9σのずれより大きいものが36個ある。すなわち、この遺物が金山東群の原石から作られてい

たと仮定しても、0。 9σ以上離れる確率は36%であると言える。だから、金山東群の平均値から0.9

σしか離れていないときには、この遺物が金山東群の原石から作られたものでないとは、到底言い

切れない。ところがこの遺物を二上山産地の原石に比較すると、二上山群の平均値からの隔たりは、

約 8σである。これを確率の言葉で表現すると、二上山群の原石を採ってきて分析したとき、平均

値から8σ以上離れている確率は、一億分の一であると言える。このように、一億個に一個しかな

いような原石をたまたま採取して、この遺物が作られたとは考えられないから、この遺物は、二上

山群の原石から作られたものではないと断定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、「こ

の遺物は金山東群に36%で帰属され、信頼限界の0.1%を満たしていることから金山東産原石が使
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用されいると同定され、さらに二上山群に対しては百万分の一%の低い確率で帰属され、信頼限界

の0.1%に満たないことから二上山産原石でないと同定される」。遺物が一ヶ所の産地 (金山東産地)

と一致したからと言って、例え金山東群と二上山群の原石は成分が異なっていても、分析している

試料は原石でなく遺物でさらに分析誤差が大きくなる不定形 (非破壊分析)であることから、他の

産地に一致しないとは言えない、同種岩石の中での分類である以上、他の産地にも一致する可能性

は推測される。即ちある産地 (金山東群)に一致し、必要条件を満たしたと言っても一致した産地

の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表 2の 101個すべての原石群について行ない、

低い確率で帰属された原石群を消して、十分条件を満たしていくことにより、はじめて金山東産地

の石材のみが使用されていると判定される。実際はRb/Srと いった唯 lヶ の変量だけでなく、前

述した 8ヶ の変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければならならい。例えばA原産地のA
群で、Ca元素とRb元素との間に相関があり、Caの量を計ればRbの量は分析しなくても分かるよう

なときは、A群の石材で作られた遺物であれば、A群 と比較したとき、Ca量が一致すれば当然Rb

量も一致するはずである。したがって、もしRb量だけが少しずれている場合には、この試料はA
群に属していないと言わなければならない。このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を

考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのT2乗検定であ

る。これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて産地を同定する4、 5)。 産地の同定結果

は 1個の遺物に対して、サヌカイト製では108個、黒曜石製では202個の推定確率結果が得られてい

る。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率

は紙面の都合上記入を省略しているが、これら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非

常に重要な意味を合んでいる、すなわち、香川県の金山東産原石と判定された遺物について、奈良

県の二上山の原石とか北海道旭山産の原石の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定さ

れた産地のみの結果を表 7に記入した。原石群を作った原石試料は直径 3 cm以上であるが、多数の

試料を処理するために、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で

測定を打ち切る。このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含まれ、ときには原石

群の元素組成のバラツキの範囲を越て大きくなる。したがって、小さな遺物の産地推定を行なった

ときに、判定の信頼限界としている0.1%に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。この

場合には、原石産地 (確率)の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離D2乗の値を記した。こ

の遺物については、記入されたD2乗の値が原石群の中で最も小さなD2乗値で、この値が小さい

程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ていると言えるため、推定確率は低いが、そこの原石

産地と考えてはゞ間違いないと判断されたものである。今回分析した川平 I遺跡出上の安山岩製石

鏃 8個には、金山東産が 3個 と下山遺物群が 3個でスクレイパー 1個には金山東産が使用されてい

る。ここで、金山産原石と同定された金山東群のサヌカイトは香川県金山原産地以外に岩屋原産地、

和泉・岸和田原産地からも採取されるため、これら遺物の原石産地は複数の地点を考えなければな

らない。)|1平 I遺跡出上の金山東産と同定された 4個を岩屋原産地から採取する確率は0.05を 4回

累乗する (0.05の 4乗)=0.00001で一万回に一回起こる非常に低い確率になり、和泉・岸和田原

産地からは零%に近い確率になり、遺物には使用された原石は、岩屋および和泉・岸和田原産地か

ら採取されたものでないと結論され、香川県の金山原産地から伝搬した原石を使用したと言える。

また、分析番号80563番 の石鏃の石質は通称ガラス質安山岩と言われる分類に属する原材で、今ま
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で調査している下呂石、金山地域の奥池、五色台地域の雄山、神谷 。南山産地、善通寺市の大麻山

南、姫島のオイ崎、稲積に一致しないことから、このガラス質安山岩製石鏃の原石産地は、これら

産地以外であることが明らかになり、川平 I遺跡周辺の石材の可能性も推測される。この石鏃のガ

ラス質安山岩の使用圏を朔らかにし、川平 I遺跡との関わりを明らかにしていくということを目的

に、この遺物の分析場所を変えて48回分析し、川平血 2遺物群を作ったことにより、他の遺跡にお

いて、この群の使用圏を明らかできる。分析番号80566番は生素の合有量と鉄の合有量が相対的非

常に高く、赤色であることから、鉄石英と呼ばれている材質と思われる。鉄石英は日本海側の海岸

の大抵の場所で採取することができ、産地が多すぎて、産地を特定することは困難と思われる。分

析番号80567番の白色の石鏃も比較的珪素、カリウムの合有量が多く、決定的なことは言えないが

風化した頁岩の可能性も考えられる。現在、頁岩製石器の産地分析の方法はない。次に4個の黒曜

石製石鏃には全て隠岐・久見産の黒曜石が使用されいた。これら石器原材の伝播に伴って、原石産

地地方の生活とか文化情報が伝達すると推測すると、川平 I遺跡では、瀬戸内地方、香川県金山東

産地地域および隠岐・久見地域の情報を入手していたと推測しても産地分析の結果と矛盾しない。
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表 3 岩屋原産地からのサヌカイト原石66個の分類結果

表 4 和泉・岸和田原産地からのサヌカイト原石72個の分類結果

表 5 和歌山市梅原原産地からのサヌカイト原石21個の分類結果

原石群名 個 数 百分率 他原産地お よび他原石群 との関係

岩屋第一群

第二群

20個
22
6

5

4

3

2

4

30%
33
9
８

　
６

　
５

　
８

　
６

淡路島、岸和田、和歌山に出現

白峰群に一致

法印谷群に一致

国分寺群 に一致

蓮光寺群に一致

金山東群 に一致

和泉群 に一致

不明 (ど この原石群にも属さない )

原石群名 個 数 百分率 他原産地お よび他原石群 との関係

岩屋第一群

和 泉 群
岩屋第二群

12個
9

6

4
1

1

89

17%
13
8

6

1

1

54

淡路島、岸和 田、和歌山に出現
〃   、     〃   、     〃

白峰群 に一致

二上山群に一致

法印谷群 に一致

金山東群に一致

不明 (ど この原石群にも属 さない )

原石群名 個 数 百分率 他原産地お よび他原石群 との関係

和 泉 群
岩屋第一群

10個
1

10

48%
5

48

淡路島、岸和田、和歌山に出現

不明 (ど この原石群にも属 さない )

―-165-―



第 9章 川平 I遺跡出土石器・石製品の分析

表 6-1 川原 I遺跡出土安山岩製石器の元素比分析結果

表 6-2 川原 I遺跡出土黒曜石製他石器の元素比分析結果

析

号

分

番
比素一万

K/Ca  Ti/Ca  Mn/Sr  Fe/Sr  Rb/Sr   Y/Sr  Zr/Sr  Nb/Sr  A1/Ca  Si/Ca

80563
80565
80567
80568
80570
80572
80574
80575
80576

016
083
100
094
091
093
088
087
083

649
605
032
737
023
154
710
770
750

099
084
170
301

084
088
332
323
844

000
054
276
072
061
067
063
075
070

299
520
297
231

511

511
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196
188

020
008
050
043
010
016
043
053
055

031
012
226
025
014
013
025
023
028
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0.106
3.605
0。 189
0。 106
0。 101

0。 187
0。 197
0.195

０

６

６

４

７

７

４

４

４

739  0。 223
192  0。 280
625  0。 831
488  0.220
191  0。 286
186  0.283
438 0。 224
456  0.221
452  0,221

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

JG-1 1.308  0.298  0.058  2.696  0,741  0。 210  0。 748  0.056  0.038  0.428

析
号
分
番

一死 素
レ
し

Ca/ K  Ti/ K  Mn/Zr  Fe/Zr  Rb/Zr  Sr/Zr   Y/Zr  Nb/Zr  A1/ K  Si/ K

80564
80566
80569
80571
80573

0

2

0

0

0

160
460
150
159
140

0

1

0

0

0

064
093
062
060
059

0

0

0

0

0

022 1.031
984118。 172

018  0,980
020  1.074
024  1.034

0

0

0

0

0

392
578
387
392
404

0

1

0

0

0

005
090
005
005
007

0

2

0

0

0

111

975
113
114
121

0

0

0

0

0

253
485
248
255
247

029 0.302
921 65。 457
026 0.314
028  0.818
028  0.324

JG-1 0,771  0.212  0.076  3.887  0.991  1.298  0。 295  0.077  0。 029  0.322
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は
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で
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第 9章 川平 1遺跡出土石器・石製品の分析

第 2節 川平 I遺跡出上の結晶片岩様緑色岩製勾玉の産地分析

藁 科 哲 男

(京都大学原子炉実験所 )

1.は じめ に

勾玉、玉、垂玉、管玉などの岩石名の推定は、一般的には肉眼観察で岩石の種類を決定し、それ

が真実のよう思われているのが実態である。玉類の原材料 としては滑石、軟玉 (角閃石)、 硬玉、

蛇紋岩、結晶片岩、碧玉、緑色凝灰岩 (グ リーンタフ)な どが推測される。

それぞれの岩石の命名定義に従って岩石名を決定するが、非破壊で命名定義を求めるには限度が

あり、若千の傷を覚悟して硬度を求める、色、光沢感、比重、介在物の有無、定性的な成分組成を

求めるなどで、岩石名を決める重要な結晶構造、屈折率など鉱物組成を明らかにする情報は得られ

ない。また、肉眼観察で求めた岩石名が岩石・鉱物学界で通用するとは思えない。原石名が決定さ

れたのみでは考古学の資料としては不完全で、例えば緑色凝灰岩の管玉と言う岩石名が決められて

も産地は沢山あり何れの産地か不明である。また、軟らかく加工が容易だと想像できても、実際の

硬度、打撃亀裂性などを測定した上で考察しなければ、古代の管玉製作技術に関する資料として無

意味である。地学の専門家でも、肉眼観察では、岩石宅を間違うことは避けられないと指摘してい

る。岩石名を決定することよりも、どこの産地の原石が使用されているか、産地分析が行われて初

めて、考古学に寄与できる資料となり、また産地分析の過程で岩石名決定に関係する情報の一部が

得られるが岩石名を特定するには至らない場合が多い。糸魚川市でヒスイが発見されるまでは、中

国、雲南、ビルや説、発見後は、専ら国内説で、岩石学的方法 1)お よび貴重な考古遺物を非破壊

で産地分析を行った蛍光X線分析で行う元素比法 2),3),4)が報告されている。また、碧玉製管玉

の産地分析で系統的に行った研究は蛍光X線分析法と電子スピン共鳴法を併用し産地分析より正確

に行った例 5)が報告されている。石鏃など石器と玉類の製品はそれぞれ使用目的が異なるため、

それぞれの産地分析で得られた結果の意味も異なる。 (1)石器の原材産地推定で粥らかになる、

遺跡から石材原産地までの移動、活動範囲は、石器は生活必需品であるため、生活上必要な生活圏

と考えられる。 (2)玉類は古代人が生きるために必ずしもいるものではない。勾玉、管玉は権力

の象徴、お祭、御守り、占いの道具、アクセサリーとして、精神的な面に重要な作用を与えると考

えられる。従って、玉類の産地分析で、明らかになるヒスイ製玉類の原石の分布範囲は、権力の象

徴としての玉類であれば、権力圏を現わしているかもしれない、お祭、御守り、占いの道具であれ

ば、同じような習慣を持つ文化圏が考えられる。石器の原材産地分析で得られない貴重な資料を考

古学の分野に提供することができる。

産地分析で遺7/」の原材産地が特定出来なくても得られた分析値と同じ組成の遺物を使用した遺跡

の広がりを求めることにより、遺跡間相互になんらかの関係があったと推測できる情報が得られ、

将来、原材産地の所在地が明らかになれば原石伝播に関する情報も得られる。今回分析を行った玉

は島根県大原郡木次町に位置する川平 I遺跡出上の結晶片岩様緑色勾玉 1個で、産地分析結果が得

られたので報告する。

非破壊 での産地分析 の方法 と手段

原産地推定の第一歩は、原産地間を区別する人間で言えば指紋のような、その原産地だけにしか
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ないという指標を見つけなければならない。その区別するための指紋は鉱物組成の組合わせ、比重

の違い、原石に含有されている元素組成の違いなどにより、原産地同士を区別できなければ産地分

析はできない。成功するかどうかは、とにかく行ってみなければわからない。原産地同士が指紋で

もって区別できたならば、次に遺跡から出土する遺物の指紋と原産地の指紋を比較して、一致しな

い原産地を消去して一致する原産地の原石が使用されていると判定する。また、原石産地が不明の

玉材を使用した遺物についても、遺物同士の指紋を比較することにより、同質の玉材が使用されて

いるか否か判定できる。

ヒスイ、碧玉製勾玉、大珠、玉などは、国宝、重要文化財級のものが多くて、非破壊で産地分析

が行なえる方法でなければ発展しない。石器の原材産地分析で成功している6))F破壊で分析を行

なう蛍光X線法を用いて玉類に合有されている元素を分析する。

遺跡から出上した大珠、勾玉、管玉などを水洗いして、試料ホルダーに置 くだけの、完全な非破

壊で産地分析を行った。ヒスイ製玉類は蛍光X線分析法で元素の種類と合有量を求め、試料の形や

大きさの違いの影響を打ち消すために分析された元素同士で含有量の比をり、この元素比の値を原

産地を区別する指紋とした。結晶片岩様緑色玉類はESR法 を併用するが試料を全く破壊すること

なく、玉に合有されている常磁性種を分析し、その信号から玉材産地間を区別する指標を見つけて、

産地分析に利用した 7)。

原石産地不明の結晶片岩様緑色玉類の蛍光 X線分析

結晶片岩様緑色岩の玉材および玉類は九州南部の遺跡から出土するが、原石産地は不明で、肉眼

的に均―な石質ばかりではなく、中には不均―で緑色の部分に石英脈状岩石が貫入しているもの、

緑色部分に黄色の微小斑点が見られる物、結晶並びが明確なもの、またヒスイ様に見える部分など

様々である。従って、これら玉類はヒスイ製、軟玉製、滑石製、蛇紋岩製など様 推々測されてきた

経緯がある。この玉類の岩石名を決定するには、岩石を構成する鉱物の種類を求める必要があり、

X線回折など結晶定数から同定する必要がある。蛍光X線分析でこれら玉類から硬玉の主成分組成

であるNa元素が検出限界以下であることと、硬玉の比重が 3.0以上に達しないとの理由から硬

玉の可能性はないと考えられる。また、玉類の比重が2.7以上であることから石材が碧玉の可能

性も否定できる。これら玉類の割れ面は平面のものが多く、肉眼観察で結晶に平行な身開面がみら

れることから、結晶片岩様緑色岩と仮称する。結晶が一定方向に並んだ岩石は広域変成帯で生成さ

れることから玉材の起源が変成帯の可能性が推測される。広域変成帯ではMgが主成分の蛇紋岩、

Mg、 Caが主成分の透角閃石とかMg、 Ca、 Feが主成分の陽起石の軟玉が産出する。玉類に含有さ

れるMg/Siが 1.0以下でMgが主成分の蛇紋岩とは言えない。また、Ca/Kの値が 1.0以下で

はCaが主成分の軟玉とは言えない。滑石鉱床はしばしば蛇紋岩中の小レンズ鉱床となっている場

合が多く、滑石は玉類の原材料に使用される、出土玉類の中には硬度は約 2.5も見られ、比重な

ども滑石、蛇紋石に近が一致しない。緑色であることを考慮すると緑泥石の比重、硬度に一致する。

しかし緑泥石の主成分組成のMg、 Feの量が少ない。また、緑泥石の可能性が低い理由としてKの

合有量が非常に高いことがあげられる。これら玉類の硬度、比重、Al、 K元素の合有量が多いこと

などを考え合わせると雲母系と一致すると考えられるが結晶構造による判断が必要である。遺物に

Crの合有量が比較的多く含有されている。このクロムがCr3+と して存在していると、緑色になる

ことが知られているため、Crが緑色の原因元素になっている可能性は考えられ、岩石名の決定に
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は様々な鉱物学的分析にもとずいた結果から求める必要がある。鹿児島県加世田市川畑2627-1に

位置する上加世田遺跡の縄文時代後期出上の玉材は、これら結晶片岩様の緑色岩を使用した玉造遺

跡で、平成 8年度出上の管玉46個、勾玉 6個、小玉 6個、未製品12個、玉材39個、平成 7年以前の

調査で出土した玉類40個の合計150個の蛍光X線分析の元素分析の結果を分類して上加世田第 1群、

上加世田第 2群、上加世田第 3群、上加世田第 4群の 4個の遺物群を作った (表 1)。 このように

4個の遺物群に分類されるのは結晶片岩様緑色岩の原石産地が分類群ごとに4ヶ 所存在するのでは

なく、肉眼観察とESR分 析結果から推測して、含有される鉱物の種類が多く、分布が不均―なた

めに玉ごとの元素組成の変動が大きくなったと推測される。また、大坪遺跡出上の結晶片岩様緑色

岩製玉類の中で、上加世田諸群に一致しない玉で作った大坪14遺物群および上加世田諸群に比較し

多変量統計のマハラノビスの距離からT2乗検定することにより上加世田、大坪遺跡の玉に一致す

るか否か同定できる。

川平 I遺跡出上の結晶片岩様緑色勾玉の蛍光 X線分析結果と判定

遺跡から出上した玉類は表面の泥を超音波洗浄器で水洗するだけの完全な非破壊分析で蛍光X線

分析を行った。結晶片岩様緑色岩製勾玉で観測された元素は、マグネシウム (Mg)、 主成分 と推

測されるアルミニュム (Al)、 珪素 (Si)お よび比較的合有量の多い元素はカリウム (K)、 チタニ

ウム (Ti)、 クロム (Cr)、 鉄 (Fe)、 バ リウム (Ba)で、他にカルシウム (Ca)、 ルビジウム

(Rb)、 ストロンチウム (Sr)、 イットリウム (Y)、 ジルコニウム (Zr)、 ニオビウム (Nb)、 マン

ガン (Mn)の 15元素で、蛍光X線スペクトルを図 1に示した。この玉の原石産地を明らかにする

ためにA1/Si、 K/Si、 Ca/K、 Ti///K、 K///Fe、 Rb//Fe、 Fe/Zr、 Rb//Zr、 Sr//Rr、 Y///Zr、

Y//Rb、 Mα/Fe、 Ti/Fe、 Mg/Si、 Cr/Fe、 Ba/Srな どの各元素比値を求め、表 2に示した。

また、玉の比重は岩石の種類を同定するときに重要な指標になり、遺物の汚染をさけるために蒸留

水を用いたアルキメデス法で測定した結果、勾玉の重量は0.84518グ ラムでかさ比重は2,723にな り、

上加世田群の遺物原石に多く見られる。また、この勾玉の元素分析の結果について、上加世田第 1,

2, 3, 4群 および大坪14遺物群と比較した結果は、勾玉の分析場所を変えながら36回分析した中

で、信頼限界の 0.1%を 越えて上加世田諸群および大坪14遺 4/」群に一致した結果は得られなかっ
た。しかし、定性的にはAl、 K、 Ba元素が非常に多いなど、玉材は南九州地域で使用されている

結晶片岩様緑色岩と酷似している。また、この勾玉と同じ組成の玉類の使用範囲を今後粥らかにす

る目的で、川平 I遺物群を作り、各地の遺跡から出土する結晶片岩様緑色玉類の組成と比較できる

ようにした。さらに、玉に含有されている鉱物に関する信号を分析するESR分 析結果が南九州地

域で使用されている結晶片岩様緑色岩と一致すか否かを調べた。

ESR法 による産地分析
ESR分 析は玉類石材に合有されているイオンとか、玉材が自然界からの放射線を受けてできた

色中心などの常磁性種を分析し、その信号から玉材産地間を区別する指標を見つけて、産地分析に

利用した。ESRの 測定は、完全な非破壊分析で、直径が11411n以 下の管玉なら分析は可能で、小さ
い物は胡床粒大で分析ができる場合がある。ESR分 析した勾玉のESRス ペクトルを図 3に示す。
ESR信 号を出す常磁性種が一種類ではなく4種類以上あるため、ESR信 号は複雑なスペクトル

になっている。上加世田遺跡では各玉とか玉材毎に 4種類以上の常磁性種の混合比が玉ごとに不均

―に合有されている。したがって、ESR信 号はこれら常磁性種の合成した形で観測されるために
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ESR信 号のスペクトルの形は玉毎に異なる。ここで大切はことは、上加世田遺跡の玉の信号と分

析した勾玉の信号を重ね合わせて一致すれば言うことないが、一致しなくても同じ常磁性種が管玉

に合有されているか否かが重要である。ESR信 号を出す常磁性種の個数の同定を鹿児島県加世田

市上加世田遺跡出上の緑色片岩様玉類の分析結果を用いて試み図 2に示した。図 2-(1)の バッ

クグラウンド信号と名付けた信号 Iは玉によっては信号形が異なることから複数の鉄イオンの信号

で構成されている可能性が推測されるが幅広い信号である。図 2-(2)は 幅の広いバックグラウ

ンド信号と上加世田遺跡出土玉類に特徴的なY、 X、 W、 Z、 Ⅲの一組になったピーク信号を出す

常磁性種とで構成される。信号ⅢにはSi0 2に 関係した信号が含まれている可能性が推測される。

W→Ⅲ、Ⅲ→W、 W→ Xのビーク間に見られる小さな常磁性種は玉によっては非常に大きな信号に

なり、W、 Y、 Ⅲのピークと重なった部分は相互に変形する。また、一組になったピーク信号は、

例えばYが測定されれば、残りのビークも他の信号と合成されて変形して確認が困難な場合もある

が必ず存在する。図 2-(3)は 幅の広いバックグラウンド信号に、マンガソイオンによると思わ

れる P、 Q、 R、 S、 T、 Uの同じ信号強度の 6本が一組の信号が合成されてできたESRス ペク

トルである。Mnイ オン濃度が低い状態で、(2)の信号と合成されるとPと か P、 Q(Wと 重な

り変形)のピークのみ確認されR、 S、 T、 Uが変形したために確認できないと推測される場合が

多い。図 2-(4)は 幅の広いバックグラウンド信号に、少量の (2)が重なっている状態が確認

でき、また、信号を出す常磁性種は同定出来ていないが、 O、 Vのビーク信号は 2:1の比で1000

ガウス (G)間隔で対になって構成されている。以上最低 4種類の常磁性種の存在が確認できた。

また、W→Ⅲ、Ⅲ→W、 W→ Xのビーク間に見られる信号が何種類の常磁性種で構成されているか

不明で、まだ上加世田遺跡出土玉類のESR信 号を完全に説明できない部分が残っている。分光学

的に説明ができなくても、 Y、 X、 W、 Z、 Ⅲのビークを出す常磁性種が上加世田遺跡出土玉類に

共通して存在することを利用すれば玉類石材の産地分析に応用できる。分析した川平 I遺跡出土勾

玉のESRス ペクトルの図 3-(2)に も上加世田遺跡出土玉類に特徴的なY、 X、 W、 Z、 Ⅲの

一組になったピーク信号の中でW信号は図 2-(3)の Q信号およびU信号に重なって隠れている

が、上加世田遺跡出土玉類の玉材信号と一致すると判定した。また、図 3-(1)の 信号全域掃引

の中で100m T(ミ リテスラー)～ 200 m Tの大きな信号は、この種の玉材に共通にみられる吸収信

号で、上加世田遺跡出土玉類に共通にもみられる。産地分析では玉類の蛍光X線分析結果とESR

信号結果が同じ石材群に同定されたとき総合的に判定し (表 3)、 玉類がそこの群の原石と同じも

のが使用されていると推定する。

結 論

今回分析を行った結晶片岩様緑色勾玉は上加世田遺跡出土玉類と蛍光X線分析結果定量的には一

致しなかったが、A1/Si、 K/Si、 Ba/S比が非常に大きいなど定性的に一致し、ESR分析も一

致していて、南九州地域で使用されている玉材と酷似している。この勾玉と同じ岩塊で作られた兄

弟の玉が他の遺跡で使用されていたときに、発見できるように、川平 I遺跡の勾玉を蛍光X線分析

で36回分析し、分析誤差範囲を求めて川平 I遺物群を作り、原石群に登録した。上加世田群が 4個

の遺物群に分類されるのは、群ごとに原石産地が異なる可能性、または共生する鉱物の種類が異な

り玉、玉材ごとの元素組成の変動が大きくなったと推測される。考古学者の中では、今回分析した

勾玉の結晶片岩様緑色岩の原材産地として特に注目されている産地としてはヒスイ類似岩の原産地
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である長崎県大瀬戸町雪浦産原石と誤解されていることが非常に多い、確かに、肉眼観察では区別

が困難で、比重も一致している。この結晶片岩様緑色岩と呼んでいる原材と大瀬戸町の原石の異な

る点は、バリュウム元素の合有量が結晶片岩様緑色岩の方が桁違いに多いことで、両者は容易に区

別できる。今まで同定された結晶片岩様緑色岩製玉類は縄文時代後期～晩期に集中していて、今回、

分析した川平 I遺跡の勾玉の様式は縄文時代後期～晩期に酷似している。結晶片岩様緑色岩製玉類、

剥片、加工途中の未製品が出土する遺跡は上加世田遺跡と津和野町高田遺跡で、ワクド遺跡では剥

片が確認されている。また、製品のみ使用では、縄文時代後期、晩期または後期～晩期に関係する

遺跡で、宮崎県学頭遺跡の九玉、岐阜県の西田遺跡 (上加世田遺跡より直線距離で約800キ ロメー

トル伝播)の九玉に、島根県匹見町のヨレ遺跡の管玉、勾玉、岡山県吉野□遺跡管玉に、大阪府阪

南町向出遺跡出土小玉にそれぞれ使用されてことから、結晶片岩様緑色岩も糸魚川地域産硬玉製玉

類に匹敵する伝播距離を示す可能性があり、古代人にとって非常に重要な玉類原材であったことが

推測される (図 4)。 今回、九州南部遺跡との関係を定量的に、また客観的に証明できなかったが、

今後、九州南部産の玉の分析個数を増やし、川平 I遺物群に一致する玉類、玉材が見つかれば、本

遺跡が九州南部との交流とか情報 。文化を入手していた可能性が推測できる。
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表 1-1 上加世田、的場遺跡出土結晶片岩様緑色岩製遺物による遺物群の元素比の平均値と標準
偏差値

導物群名 析
数
分
個

7E    素   比
Mg/Si  A1/Si   K/Si  Ca/K   Ti/K

上加世田第 1群

上加世田第2群

上加世田第3群

上加世田第4群

的 場 遺 物 群

25

19

59
34
45

0,359± 0,704 0.373± 0
0.395± 0.346 0.357± 0
0.716± 0.375 0。 260± 0
0.662± 0.882 0.308± 0
0.095± 0.023 0.339± 0

06218.521± 1.779
06418.508± 2.093
04517.898± 1.578
29418.054± 1.992
01520.676± 0.540

287=L0
354± 0
221± 0
228± 0
059± 0

0.625± 0.202
0,442± 0.128
0。 422± 0。 158
0.411± 0。 252
0,237± 0.090

遺物群名 析
数
分
個

元    素   比
Rb/Zr  Sr/Zr   Y/Zr   Ba/Zr

上加世田第 1群

上加世田第 2群

上加世田第 3群

上加世田第4群

的 場 遺 物 群

25
19

59
34
45

273± 0.104  0.634± 0.157  0,033± 0.028   63.338± 25,035
717± 0653 3.157± 3.513 0.049± 0.061 161.605± 211。 1
984± 0.439 0。 181± 0,162 0.097± 0.082  57.082± 22.78
886± 5.936 と,174± 2.862 0.255± 0.591 121.500± 156.3
977± 0。 995 8.079■ 2.772 0.118± 0.117 304.053± 224.9

上加世田第 2群 に45回 分析中 1回 のみ 0.2%で 一致

表 I-2 川原 I遺跡出土結晶片岩様緑色岩製遺物による遺物群の元素比の平均値と標準偏差値

遺物群名 析
数
分
個

比

K/Fe
死

T1/Fe Mn/Fe  Fe/Zr
素
Cr/Fe

上加世田第 1群
上加世田第 2群
上加世田第 3群
上加世田第4群
的場遺物群

25

19

59
34
45

1.649± 0.886 0.913± 0.510
1.097± 0.599 0.452± 0.294
0.820± 0.535 0.302± 0.213
0,899± 0.590 0.314± 0.265
1.966± 0,093 0.454± 0,154

0.910± 0.555 0.033± 0.020 0,787± 0.586
0,374± 0,369 0,020± 0.012 2.842± 3.064
0,318± 0.244 0.015± 0,009 3.144± 2.437
0.324± 0.245 0.014± 0.009 6.272± 13.60
0.324」LO.047  0,010± 0.007  4.318こと1.337

遺物群名 析
数
分
個

元     素   比
A1/Si   K/Si  Ca/K   Ti/K    K/Fe

群
群
物
物
遺
遺
‐
‐４
平
坪
川
大

36
47
0.232± 0.03510。 129± 1.777
0。 332± 0.01519.767± 0。 718

0.158± 0.031  0,094± 0,037  0.314± 0.199
0.055± 0.030 0.101± 0.013 0.485上 0,132

遺物群名 析
数
分
個

死

Cr/Fe
素
Mn/Fe

比

T1/Fe Rb/Fe  Sr/Rb

群
群
物
物
遺
遺
‐
‐４
平
坪
川
大

36
47
0.022± 0,007 0.001± 0,032 0.014± 0.002
0.041± 0.009  0.016± 0.009  0,005± 0.001

1.010± 0.642 0.275± 0.016
0.212上 0.071 3.251± 0。 797

遺物群名 析
数
分
個

素
ｂＲ／

一死
Ｙ

比
Ba/Sr

群
群
物
物
遺
遺
‐
‐４
平
坪
川
大

36
47
0.032± 0.01428.803± 4,726
0.049± 0,038 64.876± 11.80

平均値 土標準偏差値
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析

号

分

番

元    素    比
A1/Si   K/Si Ca/ K Ti/ K  K/Fe Rb/Fe Fe/Zr  Rb/Zr  Sr/Zr  Y/Zr

80562 0。 287 11.328 0。 143 0.056 0.512 1,673 23。 121 38.682 10。 698 1.594

JG-1 0.067  3.392 0,774 0.237 0,111 0.263  3.795  0。 998  1.345 0。 281

第 9章 川平 I遺跡出土石器・石製品の分析

表2 川平 I遺跡出土結晶片岩様緑色岩製勾玉の元素比組成

析

号

分

番

元    素   比
Mn/Fe Ti/Fe Sr/Rb  Y/Rb Mg/Si Cr/Fe  Ba/Sr

玉重量

グラム

か さ比 重

80562 0.017 0。 028 0。 276 0,041 0.000 0.121  23.774 0,84518 2,723

JG-1 0,024 0.024 1.347 0。 282 0.000 0.001  5,990

JG-1 : 標 準 試 料 ―Ando,A。 ,Kurasawと ,H。 ,Ohmorl,T.& Takeda,E. 1974 compllation

of data on the GJS geochemical reference samples JG-l granodiorite

and JB-l basalt.♂ θθじねθ〃ゴθ2」  JOLrrЛ β F, Vol.8 175-192 (1974)

表3 川平 I遺跡出土結晶片岩様緑色岩製勾玉の上加世田群、大坪、川平 I群の推定確率

析

号

分

番

上加 世 田第

1～ 4群 遺 物群

的場

遺物 群

大坪

14遺 物群

,II tt I

遺物群

ESR信 号 総 合 判 定

80562 0。 0% 0.0% 0.0% 1.2% 上加 世 田群 不 明
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80562

Ko: N■  Mg  AISi
Kβ :

【 Ca   Ti    Cr CrMIIFe  iヽCuZュ
K Ca   ti             Fe  NiCuZu

Rb Sr Y  Zr Nb
Rb Sr Y

snSb     BaLaCe
S■ Sb

Lα :                      BaBと Bと
:Kα ,Kβ ,Lα ,β シリース

・で考えられる元素名
Pb   Pb Pb  Pb       Pb

図 1 川平 I遺跡出土結晶片岩様緑色岩製勾玉 (80562)の 蛍光X線スペクトル
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(1)バ ックグラウンド信号

(2)信号 (I)と 出土玉類石材の信号

P

(3)信号(I)と Mnィォンによる信号 Q ミ

＼Ⅱ́

O

(4)O:Vは 2:1の 強度比の組信号で

イオン種は不明。

図 2 上加世田遺跡出土玉類石材の ESR信号
(結晶片岩様緑色玉類石材、比重3.0～2.7)

鉄イォンに関係すると思われる幅の広い信号 (Ⅱ )

Y

Ⅲ :Si02に関係すると思われる信号
Y,X,W,Z:上 加世田道跡出上玉類石材に

特徴的に見られる信号。

と_1__1_1__1_J
1234S6

M■
2+イ オン :標準試料 (3:g全=2.034〕 -86,9G→ 4:gl=1,981)
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80562

図3 川平 I遺跡出土結晶片岩様緑色岩製勾玉のESR信号 (Ⅲ)のスペクトル

I        I        I        !

100

(3:g2〒 B,034,‐ 86,9G→

200 300

肛

400

(2)242`6mT～ 442.伽T掃引

M42+ィ ォン:標準試料

500       600[Ⅲ T]

１

１

一
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‐
‐
↓　ＥＤ
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ｔ
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ｌ
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遺物写真の番号 (O―□)

は本文中の挿図番号 (第O
図回)に1対応する。





図版 1

調査終了後の尾白 I遺跡 (手前)と 、調査前の尾白Ⅱ遺跡 (奥 )
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尾白 I遺跡出土遺物
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図版3

尾白Ⅱ遺跡遠景

峯=富

尾白 I遺跡全景 尾白 I遺跡SG01b
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尾白 I遺跡SG01a奥壁 (排煙回の石無し)

ｉ
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一
一
好一■

尾白Ⅱ遺跡SG01a(排煙口の石無 し)

尾白Ⅱ遺跡SG01a奥壁 (排煙回の石有り)



尾白 I遺跡SG01
セクション (奥壁側 )

尾白 I遺跡SG01
セクション (右側 )

尾白 I遺跡SG01
木炭出土状況



図版6

尾白 I遺跡SG02

尾白Ⅱ遺跡SG02セ クション



図版 7
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尾白Ⅱ遺跡SG03奥壁 (隔壁有り)
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尾白 I遺跡SG03奥壁 (隔壁無し)



図版8

鞠 ェ

尾白Ⅱ遺跡SG03
表面を除去した隔壁

尾白 I遺跡SG03
排煙回の石

尾白Ⅱ遺跡SG03
隔壁と炭化した
骨組みの木



図版 9
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尾白Ⅱ遺跡出土遺物①
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尾白Ⅱ遺跡出土遺物②



図版14

尾白工遺跡出土遺物③
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家ノ脇 I遺跡全景

家ノ脇Ⅱ遺跡 3区全景
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家ノ脇Ⅱ遺跡3区出土遺物①
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家ノ脇Ⅱ遺跡3区出土遺物②
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家ノ脇Ⅱ遺跡3区出土遺物③
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家ノ脇I遺跡3区出土遺物④
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川平 I遺跡全景 (右側にfよ斐伊川が流れる)
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川平 I遺跡 1区全景

川平 I遺跡 2区全景
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,Htt I遺跡SB03
完掘状況

腕 i
,Htt I遺跡SB02
遺物出土状況

,Htt I遺跡SB02
完掘状況

!1尋途サユ



図版26

1〒L

|  ヽ, ・
″ヽ・■ !^

● ´         
´

)‖平 I遺跡SB04
完掘状況

サHtt I遺跡SB05
完掘状況

川平 I遺跡SX01
遺物出土状況



図版27

錘I恥
平

‐ r          _

1●

、 :脅

川平 I遺跡
落とし穴1・ 落とし穴2
SK07・ SK08
完掘状況

川平 I遺跡SK01
完掘状況

サ‖平 I遺跡SK02
完掘状況

，
一一
．・ャ
，



図版28

'H平

二I遺跡SK03
集石出土状況

'|1平

I遺跡SK04
集石出土状況

サH平二I遺跡SK05
セクション



―1筆 11■丁●
r riIす  1-・そ

と■F要輿禁:鷲垂

川平 I遺跡SK06
集石出土状況

'‖

平 I遺跡SK09
集石出土状況

川平 I遺跡SK10
集石出土状況

誌査聯
|《ミII・主
f事11111

…

工偽



図版30

Ч
d臨  /

″fノ〕 rr

/

` 
・ ュ
= 

―
|｀

川平 I遺跡SKll
集石出土状況

川平 I遺跡SK14
集石出土状況

一
Ч

ツ 一（フ一 転

一一一一
一
一一一一一． 一一
一
一一

=差||―
|ィ
:学:.!|=

了鍵ヽ



図版 31

/枠

ζ " 】

…ギ攣
あヽ

≒`
X“dF'コ

ー
彎砦中r■ⅢⅢ_

総

ケ冷

境
．．

1士

―
|ヤ|

， 工ヽ暇Ｖ　　　　　　．．

す

ヽ

川平 I遺跡上坑群
完掘状況
(南 から崖垂斜面
平坦部を撮影 )

川平 I遺跡土坑群
完掘状況
(東 から崖垂斜面
平坦部際を撮影 )

ｆ

ｉ

′
`′

口4T
４・

一

・
・

一　　　　一五，

ｆ
　

十
二　

一

ヒ
職キi:11善・
キ|

十
■
ケ
一
　

¨

/′
 ́ .>ノ



図版32

47-2
51-4

51-3

川平 I遺跡出土遺物① (ト レンチ・SB02・ SB03・ SX01出土遺物)
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川平 I遺跡出土遺物② (SX01・ 土器溜まり。包含層出土遺物)
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川平 I遺跡出土遺物③ (包含層出土遺物)
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(土器溜まり出上遺物)
川平 I遺跡出土遺物③
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